
評価項目
利用保護者様からのご意見、ご感想

＜アンケート調査：R5/11/16～R5/11/26＞

事業所の取り組み状況改善の方針等

＜職員アンケート及び検討：R5/12/1～R6/1/31＞

訓練室等の適切なスペースの確保

職員の配置状況

事業所内の安全対策

環境設備の衛生管理

業務改善を進めるための PDCA サイクル

職員の資質の向上、研修の機会の確保

運営支援システムHUGの運用

適切なアセスメントの実施

ニーズや課題の客観的な分析、個別支援

計画の作成

適切な活動プログラムの立案

支援開始前の支援内容や役割分担の確認

支援終了後の振り返り

適切なモニタリングの実施

各種記録の正しい作成、保管

業

務

改

善

・長期休み（夏休み）など、毎回遠出をしなくても

いい気がします。

・児発と分けてほしい。たまに交流の割合が理想。

児発を優先にしている気がする。

・送迎時の自宅に帰ってくる時間等も目安などでも

大丈夫なので教えて頂けると助かるかなと最近思っ

ています。

・皆様にご満足頂けるようなプログラムを検討していきます。プ

ログラム内容を、児発と放デイでやり方を変えひとりひとりに

あった支援を行っていきます。

・送迎時間に関しては曜日ごとで概ね決まっている為、再度皆様

へ周知させていただきます。変更等がある場合は分かった時点で

報告させていただきます。

自己評価結果　H31年3月

厚生労働省が定める「放課後等デイサービスガイドライン」に基づいて定期的に自己評価を実施しています。

この自己評価結果、また保護者様からいただいたご意見・ご要望をもとに、業務・サービスの改善をしていくことを目的としています。

環

境

・

体

制

整

備

・スタッフが少ないと感じることがある。

・お迎えの時間を早めてほしい。

・平日の放課後デイサービスを利用の児童でも、急

遽の午前利用が可能になれれば…頻繁にあることで

はないので難しいことは承知ですが…ご参考までに

…

・１日預かりを利用しやすい時間にしてほしい。9時

スタート希望。朝が遅いとだらけてしまうように感

じる。

・送迎車のメンテナンス、安全性。

・送迎やご利用につきまして、ご要望はいつでもご連絡くださ

い。皆様が満足できるような形で適宜調整を進めてまいります。

・送迎車には置き去り防止装置を設置しています。運転に関して

は定期的に送迎研修を実施し、職員の運技術や送迎先の把握に努

めています。

適

切

な

支

援

の

提

供

・手をしっかり繋いで歩けるようにもなりました。

・行き渋りがあったが行けるようになって視野が広

がり、他者との交流やそれに伴う気持ちの処理がず

いぶんうまくなった。

・弟妹がいないので、下の子への接し方を学べてい

ると思います。

・ひもの結び方（蝶結び、固結びなど）や簡単な料

理（おにぎり作りなど）や体幹トレーニング（立っ

たまま靴が履けないので…）

・段ボールを使った大型の工作

・プール等の運動療育を増やして頂きたいです

・日常生活のルールを守れるようになった。

・子供が他のお友達との関わりだったり、自分で出

来る事が増えた。

・1日のタイムスケジュールが上手くこなせる様に

なった。

・相談支援事業所などの関係機関とも連絡を密に取っておりま

す。皆様からモニタリングでニーズをお伺いした内容を事業所内

でミーティングを実施し、お子様の成長につながるように支援計

画を作成しています。

・日常生活に必要な動作やルール、マナーについてのプログラ

ム、運動療育を今後多く取り入れていきます。

令和5年3月 自己評価結果（ドットジュニア 都町 第１教室（児童発達支援・放課後等デイサービス））



サービス担当者会議の実施

学校との情報共有、連絡調整

子どもの発達状況や課題の共通理解

相談に対する必要な助言と支援

学校卒業時に他の障害福祉サービス移行

等のサポート

事業所外の専門機関等との連携

ペアレント・トレーニング等の支援

契約時の丁寧な説明（支援の内容、利用

者負担額等）

苦情対応の体制整備、発生した場合の迅

速かつ適切な対応

会報の発行等の事業所の情報発信

個人情報の適切な取り扱い

子どもや保護者との意思疎通や情報伝達

のための配慮

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、

感染症対応マニュアルの策定

緊急時対応の保護者への周知

定期的な避難訓練等の実施

虐待防止、身体拘束についての職員研修

の実施

ヒヤリハット事例の事業所内共有

子どもが通所を楽しみにしているか

現状抱える不安や悩み

通所を開始して良かったこと

今後期待したいこと

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

・利用者の中でも年長者になってきて、できる事も

増えたと思うのですが、次のステップに進むため

に、どのように過ごして声掛けするべきか

・子供の気持ちが不安定な時など話を聞いてくれた

り状況に合った対応をしてくれるので心強いです。

・保育参加のように子供達が普段教室でどのように

過ごしているか見てみたい

・成長に合わせて、適宜ご相談頂き内容に応じて支援してまいり

ます。

・ご連絡頂ければ教室のご様子を見に来所頂けるように調整させ

ていただきます。

満

足

度

・嫌だった通所が楽しみになり早く行きたがりま

す。

・行きたいと思うようになってくれた事にはとても

感謝しております。

・まだまだこだわりはあるが友達と仲良くしたりで

きるようになった。

・コミュニケーションが通う前より出来るように

なった。

・自分から意思表示をする事が出来るようになっ

た。

・同年代の友達と交流が持てた。

・意思表示が言葉できるようになった。

・話せる言葉が増えた。

・スムーズに切り替えができるようになったと感じ

ます。

・お友達と会うのを楽しみにしている。

・子供たちの成長が少しずつ変化してると思いま

す。

・緊急時の対応や感染症に関するお知らせを適宜周知させていた

だきます。

・貴重なご意見ありがとうございます。ご意見も参考にしながら

引き続きお子様の成長の助けとなるよう、また楽しんで通うこと

のできる事業所を目指してまいります。支援方法や教室運営等に

ついて、ご相談がございましたらいつでもご連絡ください。

保

護

者

へ

の

説

明

責

任

等

・子どもの為にも、安心できる場所、楽しい場所で

あって欲しいので、この様な事業所と意見交換出来

る機会があれば良いと思います。

・必要な持ち物など、自宅になく買わないといけな

い持ち物があったりしますので、利用する前日より

も前にLINEや口頭でも教えて頂けると助かります。

・今後情報共有の機会を事業所と保護者様、またはお集まりいた

だける保護者様と事業所での機会を検討します。

・必要な持ち物のご連絡は前もってお知らせさせていただきま

す。

非

常

時

等

の

対

応

・緊急時の対応について契約時に説明があったと思

うのですがもう一度聞きたいです。

・緊急時の対応や感染症に関するお知らせを適宜周知させていた

だきます。

・今後お子様たちにも、避難訓練や感染症に関する内容をプログ

ラムを通じて、学んで頂こうと思います。



評価項目
利用保護者様からのご意見、ご感想

＜アンケート調査：R5/11/16～R5/11/26＞

事業所の取り組み状況改善の方針等

＜職員アンケート及び検討：R5/12/1～R6/1/31＞

訓練室等の適切なスペースの確保

職員の配置状況

事業所内の安全対策

環境設備の衛生管理

業務改善を進めるための PDCA サイクル

職員の資質の向上、研修の機会の確保

運営支援システムHUGの運用

適切なアセスメントの実施

ニーズや課題の客観的な分析、個別支援

計画の作成

適切な活動プログラムの立案

支援開始前の支援内容や役割分担の確認

支援終了後の振り返り

適切なモニタリングの実施

各種記録の正しい作成、保管

業

務

改

善

・いつも手厚い支援をありがとうございます。

これから自立していくために色々な体験をさせて頂

けたらありがたいです。

今後とも宜しくお願い致します。

・子どもたちがより楽しみながら成長ができたら、

とても嬉しく思います。

今後も宜しくお願いいたします。

・将来的に自立を目指した活動の実施。またそれを達成するため

に職員の知識向上の場としての研修を準備して行っていきます。

・子供たちにとって「楽しい」という感情があってこそ学びもよ

り深まるかと思います。教室の職員全員がその形で実施できるよ

うに努めていきます。

自己評価結果　H31年3月

厚生労働省が定める「放課後等デイサービスガイドライン」に基づいて定期的に自己評価を実施しています。

この自己評価結果、また保護者様からいただいたご意見・ご要望をもとに、業務・サービスの改善をしていくことを目的としています。

環

境

・

体

制

整

備

・子供が学校、家以外の安心できるところの1つに

なってもらえたら有り難いです

・環境づくりとして職員の質はもちろん過ごしやすい設備環境も

重要だと考えています。安心感をもって通所して頂けるような設

備・人的資源を整えていきます。

適

切

な

支

援

の

提

供

・集団のルールのある中での過ごし方、コミニケー

ションの幼さ等に課題のある息子にとって、 他者、

特に子ども同士での交渉等、コミニケーションがは

かれるプログラムが1番嬉しいですが、そのようなプ

ログラムが多いように感じ満足しています。 経験し

ていない事が想像しにくい息子にとっては、お出か

けやお買い物等、普段家族と過ごす中ではなかなか

行えないプログラムも貴重で、 少しずつ経験を積む

中で、自信に繋がる良いプログラムだと思っていま

す。ぜひ継続していただきたいです。

・とても良い刺激を受けていて、挨拶や伝え方が更

にわかりやすくなっています。

・学習支援なども行ってほしい

・ニーズの把握と実態のすり合わせをもとに支援を提供できるよ

う努めています。「楽しい」という満足感が根幹にありつつも学

びが得られる内容が提供できるようにさらに教室一丸となって善

処致します。

令和5年3月 自己評価結果（ドットジュニア おゆみ野教室 (児童発達支援・放課後等デイサービス））



サービス担当者会議の実施

学校との情報共有、連絡調整

子どもの発達状況や課題の共通理解

相談に対する必要な助言と支援

学校卒業時に他の障害福祉サービス移行

等のサポート

事業所外の専門機関等との連携

ペアレント・トレーニング等の支援

契約時の丁寧な説明（支援の内容、利用

者負担額等）

苦情対応の体制整備、発生した場合の迅

速かつ適切な対応

会報の発行等の事業所の情報発信

個人情報の適切な取り扱い

子どもや保護者との意思疎通や情報伝達

のための配慮

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、

感染症対応マニュアルの策定

緊急時対応の保護者への周知

定期的な避難訓練等の実施

虐待防止、身体拘束についての職員研修

の実施

ヒヤリハット事例の事業所内共有

子どもが通所を楽しみにしているか

現状抱える不安や悩み

通所を開始して良かったこと

今後期待したいこと

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

・もっと学校と病院と親とかがやきさんとで情報共

有出来たらと思います！！

 ・学校や他のデイサービスとも情報共有していけた

らいいなと思います

・貴重なご意見ありがとうございます。包括的支援のもと関係機

関の連携を行っていきたいと考えています。他事業所様や幼稚園

様とは事業所間で見学や児童情報のすり合わせなど開始している

場所もあります。こちらからアナウンスをすることもあります

が、ご希望などあれば仰って頂ければと思います。

満

足

度

・対応もとても丁寧で、息子が楽しく通えている

事、帰り際のぐずりもない事、とても感謝していま

す。

・子どもが楽しそうに通い、たくさん褒めてもら

い、自信に満ちた表情で帰宅してくる事

・かがやきのまちへ行くことを楽しみにしている

・宿題の支援や、本人が体験したことがない支援を

多くやってくれるので助かります。

・貴重な意見且つ暖かい意見誠にありがとうございます。別途希

望される内容などで頂いた意見も拝見させて頂いておりますが、

お子様・保護者様と共に進んで歩める教室づくりを今後も行って

いきます。「行って良かった」「来て良かった」そのような満足

感を抱いて頂けるように支援、設備や人員の対応を向上してまい

ります

保

護

者

へ

の

説

明

責

任

等

・いつも丁寧に御対応くださりありがとうございま

す。

・LINEでのやり取りも助かります。

・ご意見誠にありがとうございます。LINEやHUGで通した説

明・連絡だけでは不足が生じる部分はお電話や直接お伝えするな

どを行っていきます。また何かあった際はすぐに対応が取れる体

制を引いていきます。

非

常

時

等

の

対

応

・分からないことがあったら、すぐに対応してくれ

るので助かります。

・学校で負傷した時も、随時対応してくれるので良

かったです！！

・ケガや体調不良が起こった際のフローなど保護者様向けにも作

成を行っています。職員だけでなく、利用者様にも安心を持って

対応頂けるように整備を進めていきます。

・教室に来た際にいつもと様子が異なるなどがあった際は申し送

りさせて頂きます。



評価項目
利用保護者様からのご意見、ご感想

＜アンケート調査：R5/11/16～R5/11/26＞

事業所の取り組み状況改善の方針等

＜職員アンケート及び検討：R5/12/1～R6/1/31＞

訓練室等の適切なスペースの確保

職員の配置状況

事業所内の安全対策

環境設備の衛生管理

業務改善を進めるための PDCA サイクル

職員の資質の向上、研修の機会の確保

運営支援システムHUGの運用

適切なアセスメントの実施

ニーズや課題の客観的な分析、個別支援

計画の作成

適切な活動プログラムの立案

支援開始前の支援内容や役割分担の確認

支援終了後の振り返り

適切なモニタリングの実施

各種記録の正しい作成、保管

業

務

改

善

連絡帳のバグが丁寧です。いつもありがとうござい

ます。

・今後もHUGの記録でお子様の様子が保護者様にもわかりやすく

伝わるように記載をさせて頂きます。またHUGの記録だけでは足

りない部分も送迎時の引継ぎや面談の際にお伝えさせて頂きま

す。

自己評価結果　H31年3月

厚生労働省が定める「放課後等デイサービスガイドライン」に基づいて定期的に自己評価を実施しています。

この自己評価結果、また保護者様からいただいたご意見・ご要望をもとに、業務・サービスの改善をしていくことを目的としています。

環

境

・

体

制

整

備

・長期休みの際の朝の送迎についてこちらの事情で

自主送迎ですが利用開始前に送らせていただいてい

るので　他に方法があればなぁと思っています。

・音に敏感な為、にぎやかな子が居る曜日は行きた

くないと言うことがあります。

・早下校の日でも学校にお迎えに行っていただける

と大変助かります。一旦帰宅すると、くつろいでし

まい、中々気持ちの切り替えが難しいため。

・長期休みの利用時間が10時に事業所到着、16時に

事業所を出発ですと助かります。

・貴重なご意見ありがとうございます。送迎時間については可能

な限りの対応が出来ればと思いますのでいつでもご相談お待ちし

ております。また環境設定についても安心して通所して頂けるよ

うな場所づくりを実施してまいります。

適

切

な

支

援

の

提

供

・今後もおでかけプログラムで色んな所へ連れて

いって頂きたいです。

・机上で課題に取り組む時間が就学へ向けての訓練

になり良いと思う。

・お子様、保護者様のニーズに沿った活動や新しい体験など多様

な経験をしてもらえるように活動を設定してまいります。

令和5年3月 自己評価結果（ドットジュニア あすみが丘 第１教室（児童発達支援・放課後等デイサービス））



サービス担当者会議の実施

学校との情報共有、連絡調整

子どもの発達状況や課題の共通理解

相談に対する必要な助言と支援

学校卒業時に他の障害福祉サービス移行

等のサポート

事業所外の専門機関等との連携

ペアレント・トレーニング等の支援

契約時の丁寧な説明（支援の内容、利用

者負担額等）

苦情対応の体制整備、発生した場合の迅

速かつ適切な対応

会報の発行等の事業所の情報発信

個人情報の適切な取り扱い

子どもや保護者との意思疎通や情報伝達

のための配慮

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、

感染症対応マニュアルの策定

緊急時対応の保護者への周知

定期的な避難訓練等の実施

虐待防止、身体拘束についての職員研修

の実施

ヒヤリハット事例の事業所内共有

子どもが通所を楽しみにしているか

現状抱える不安や悩み

通所を開始して良かったこと

今後期待したいこと

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

・希望者のみでも良いので、保護者向けの個人面談

があるとありがたいです。

・現在、最低半年に1回個別支援計画作成のために面談を設定さ

せて頂いております。それ以外でも希望を頂ければ、すぐに面談

を設定致します。いつでもご連絡お待ちしております。また、学

校や幼稚園・保育園といった関係機関との連携も応じているた

め、要望あれば連絡いただければと思います。

満

足

度

・いつも先生方の対応がとても丁寧で安心して子供

を預けられています　本当にありがとうございま

す。今後ともよろしくお願い致します。

明るくなった。

・話すことが苦手だったけど、色んなお話を自分か

らしてくれるようになった。先生が理解してくれて、

すぐ助けに入ってくれる

・帰ってくると、大体ご機嫌で、満たされている感

じがしています。

・先生やお友達とのやりとりが楽しいと言っていま

す。学校や他の場面でも周囲の人達と関われるよう

になっています。療育のお陰だと思っています。

・楽しく通えていてよかったなと思っています。今

後ともよろしくお願い致します。

・ありがたい意見誠にありがとうございます。今後もよりたくさ

んの方々に満足感を持っていただけるうにサービス面の強化を

行っていきます。何かありましたら適宜ご相談いただければと思

います。

保

護

者

へ

の

説

明

責

任

等

・子供が楽しく通っており、面談を電話で対応して

くださり(仕事をしているので本当に助かります)、面

談の内容もしっかりと行なってくれます。

・今後も面談を通しての話し合いや都度、ご相談・案内が迅速に

出来るよう努めていきます。

非

常

時

等

の

対

応

すぐに質問に答えてくれるため嬉しい

・非常時の対応としては適宜教室側からアナウンスや申し送りを

させて頂きます。安心感を持って来所して頂けるよう取り組んで

いきます



評価項目
利用保護者様からのご意見、ご感想

＜アンケート調査：R5/11/16～R5/11/26＞

事業所の取り組み状況改善の方針等

＜職員アンケート及び検討：R5/12/1～R6/1/31＞

訓練室等の適切なスペースの確保

職員の配置状況

事業所内の安全対策

環境設備の衛生管理

業務改善を進めるための PDCA サイクル

職員の資質の向上、研修の機会の確保

運営支援システムHUGの運用

適切なアセスメントの実施

ニーズや課題の客観的な分析、個別支援

計画の作成

適切な活動プログラムの立案

支援開始前の支援内容や役割分担の確認

支援終了後の振り返り

適切なモニタリングの実施

各種記録の正しい作成、保管

業

務

改

善

・授業参観のような、様子を見る機会があれば行き

たい。

・実際の支援のご様子を見ていただけるような機会も設けられる

と良いと考えております。

・日頃より、様子についてしっかりとお伝えできるようにも努め

てまいります。

自己評価結果　H31年3月

厚生労働省が定める「放課後等デイサービスガイドライン」に基づいて定期的に自己評価を実施しています。

この自己評価結果、また保護者様からいただいたご意見・ご要望をもとに、業務・サービスの改善をしていくことを目的としています。

環

境

・

体

制

整

備

・先生の入れかわりが激しい時期があったが変化が

あっても安心できる事業所であってほしいです。

・どのような職員とでも楽しく接することが出来るように、環境

設定やプログラム設定行っていきます。また職員が変わる際には

事前にお別れの時間を設けることや新しい職員との時間を多く設

けるなどしていきます。

・ご利用者様皆様がご満足いただける形で随時調整を進めてまい

ります。

適

切

な

支

援

の

提

供

・就職にむけて高機能自閉症むけの支援入れてほし

い。

・買い物以外にも生活に関するプログラム入れてほ

しい。

・英語を増やしてほしいです

・送迎時の他、モニタリングや日々のご連絡の中で、保護者の皆

様とやり取りができる機会を確保していきたいと思います。

・保護者の皆様や他事業所との連携も含め、さまざまなニーズに

対応できるようなプログラム作成を継続してまいります。

令和5年3月 自己評価結果（ドットジュニア さぎぬま 第２教室（放課後等デイサービス））



サービス担当者会議の実施

学校との情報共有、連絡調整

子どもの発達状況や課題の共通理解

相談に対する必要な助言と支援

学校卒業時に他の障害福祉サービス移行

等のサポート

事業所外の専門機関等との連携

ペアレント・トレーニング等の支援

契約時の丁寧な説明（支援の内容、利用

者負担額等）

苦情対応の体制整備、発生した場合の迅

速かつ適切な対応

会報の発行等の事業所の情報発信

個人情報の適切な取り扱い

子どもや保護者との意思疎通や情報伝達

のための配慮

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、

感染症対応マニュアルの策定

緊急時対応の保護者への周知

定期的な避難訓練等の実施

虐待防止、身体拘束についての職員研修

の実施

ヒヤリハット事例の事業所内共有

子どもが通所を楽しみにしているか

現状抱える不安や悩み

通所を開始して良かったこと

今後期待したいこと

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

・いつも丁寧に子どもと向き合ってくださり本当に

感謝しています。

・保護者様の許可を得て、必要な情報取得に努めています。

・外部の専門研修や機会の確保や、外部専門機関の研修教材を取

り入れて資質の向上に努めています。

・いただいたご意見を基にサービス改善が継続できるように役立

てて参ります。

満

足

度

・家庭以外で安心できて見守ってもらえる場所がで

きました。

・NEXTが限られた場所にしかないので、もっと色々

な所にできたら助かります。今後ノビルに通ってい

るみんなが育っていくと思うので、大きな子向けを

より充実していただけたら嬉しいです。

・とても積極的になったと感じる。毎回、通う事を

楽しみにしている。

・いろいろな性格のお友達が居ることを理解したこ

と。外と中（家庭内）の使い分けが出来るように

なってきたこと。

・自己肯定感が上がった。様々な学校、年齢の子た

ちとも交流ができるようになった。

・家庭では気付くことの出来なかった課題や長所を

教えていただいた。

・子供の成長をとても感じる。子供は通所が大好き

で居場所ができたと思う。

・学校とは違う、安心できる居場所になってほし

い。

・学校や家庭以外にも、居場所があり、話せる大人

や友人がいるというのが、子供の安定に繋がってい

ると思います。ありがとうございます。

・明るくなり家でも会話が増えました。

・気分により、行きたくない時があったりしますの

でそのあたりが難しいです。休ませてもいいのか、

無理にでも行かせた方がいいのか。

・先生方に対して不満はないが、以前の新しい考え

を取り入れていたノビルとは変わってしまい残念。

・休日が充実して過ごせる

・以前は療育メインで預けていたが今は余暇として

預けている。先生の入れ替えがあり目的が変わりま

した。

・ノビルの友達に会うのが楽しみ。先生達が好き。

・貴重なご意見ありがとうございます。引き続きお子様の成長を

助け、みなさまが安心してご利用いただくことができる事業所を

目指してまいります。些細なことでも不安や気になることがあれ

ばいつでもご相談ください。

保

護

者

へ

の

説

明

責

任

等

・学校が午前下校の際にそのまま利用できなくなっ

たこと。(以前は午前でもお迎えに来ていただき、お

弁当を食べていました。)

・事業所から連絡がない、遅いことが多い。こちら

から確認しなければ気付かれない点もあり不安。

・働いている先生方がどんな方か、運営している会

社がどんなところなのか知りたい。

・面談などで話したことが職員に共有されているの

か心配になることがある。

・ご利用者様皆様がご満足いただける形で随時調整を進めてまい

りたいと考えています。ご要望につきましてはぜひ一度ご相談く

ださい。

・本アンケートの結果も踏まえさらにご安心していただけるよう

なサービス改善が継続できるように役立てて参ります。

非

常

時

等

の

対

応

・アレルギーの対応はどのようにしていますか？ ・全てのお子さまについて、アレルギーの有無を確認し、指導時

に該当物質の摂取や接触がないよう留意しております。



評価項目
利用保護者様からのご意見、ご感想

＜アンケート調査：R5/11/16～R5/11/26＞

事業所の取り組み状況改善の方針等

＜職員アンケート及び検討：R5/12/1～R6/1/31＞

訓練室等の適切なスペースの確保

職員の配置状況

事業所内の安全対策

環境設備の衛生管理

業務改善を進めるための PDCA サイクル

職員の資質の向上、研修の機会の確保

運営支援システムHUGの運用

適切なアセスメントの実施

ニーズや課題の客観的な分析、個別支援

計画の作成

適切な活動プログラムの立案

支援開始前の支援内容や役割分担の確認

支援終了後の振り返り

適切なモニタリングの実施

各種記録の正しい作成、保管

業

務

改

善

・HUGが便利と感じています。
・引き続き日々の記録や、月の活動予定表につきましては、HUG

内で確認できるようにしてまいります。

自己評価結果　H31年3月

厚生労働省が定める「放課後等デイサービスガイドライン」に基づいて定期的に自己評価を実施しています。

この自己評価結果、また保護者様からいただいたご意見・ご要望をもとに、業務・サービスの改善をしていくことを目的としています。

環

境

・

体

制

整

備

・長期休業中の利用時間を延長してほしい。フルタ

イムで働く親にとって一つの悩みです。

・ご利用者様皆様がご満足いただける形で随時調整を進めてまい

ります。

・子どもたちひとり一人が安心して過ごすことができるように、

毎日設備の点検・消毒を実施しています。

・お子様のご様子に合わせて環境設定を調整できるようにしてま

いります。

適

切

な

支

援

の

提

供

・元々ポジティブですが、曖昧にせず「こんな時は

マインドフルネスだ！」と自身をコントロールする

術を習って実践するなど前向きに過ごせています。

・しっかり自分の意見を言えるようになってきた

・周りを見る力がついた

・ルールを守る事の大切さを学べているので良かっ

たです。

・社会貢献に繋がるような外部との関わりが（町内

の掃除とか）出来たらいいなと思います。それを通

じて、周りの方が子供達を理解してくれるような場

になる機会がもてると嬉しいです。

・相談支援事業所など関係機関との連絡調整も行いながら定期的

にアセスメントを行い支援計画を作成しています。統一したアセ

スメントシートを使用しています。

・引き続き、支援計画に基づきながら成長につなげていくことが

できるように支援してまいります。

令和5年3月 自己評価結果（ドットジュニア さぎぬま 第１教室（児童発達支援・放課後等デイサービス））



サービス担当者会議の実施

学校との情報共有、連絡調整

子どもの発達状況や課題の共通理解

相談に対する必要な助言と支援

学校卒業時に他の障害福祉サービス移行

等のサポート

事業所外の専門機関等との連携

ペアレント・トレーニング等の支援

契約時の丁寧な説明（支援の内容、利用

者負担額等）

苦情対応の体制整備、発生した場合の迅

速かつ適切な対応

会報の発行等の事業所の情報発信

個人情報の適切な取り扱い

子どもや保護者との意思疎通や情報伝達

のための配慮

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、

感染症対応マニュアルの策定

緊急時対応の保護者への周知

定期的な避難訓練等の実施

虐待防止、身体拘束についての職員研修

の実施

ヒヤリハット事例の事業所内共有

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

・先生方の丁寧な関わりに感謝してます。今後、親

自身の関わり方なども更に学べればと思います。

・送迎時には様子を聞かせて欲しい。相談にはなる

べく早めにのってほしい。

・（児童が）忘れ物した時落ち込む

・子供からノビルキッズでの様子を聞くことが難し

く、どのように過ごしているのか気になっている

・実際の支援のご様子を見ていただけるような機会も設けられる

と良いと考えております。

・日頃より、様子についてしっかりとお伝えできるようにも努め

てまいります。

保

護

者

へ

の

説

明

責

任

等

・送迎の際に、車に先生が一人しか乗っていないの

で、誰かが降りるときにその先生も降りるので、車

に残っている子は大丈夫かな？と心配になることも

ある。

・送迎時には様子を聞かせて欲しい。相談にはなる

べく早めにのってほしい。

・（対面での）面談が一度もおこなわれていない

・通所の際、交通ルールを守れているのか心配で

す。何度も伝えていますが、横断歩道を確認せず

渡ってしまうため心配な場所があります。

・送迎時の他、モニタリングや日々のご連絡の中で、保護者の皆

様とやり取りができる機会を確保していきたいと思います。

・保護者の皆様や他事業所との連携も含め、さまざまなニーズに

対応できるようなプログラム作成を継続してまいります。

非

常

時

等

の

対

応

・アレルギーの対応はどのようにしていますか？ ・全てのお子さまについて、アレルギーの有無を確認し、指導時

に該当物質の摂取や接触がないよう留意しております。



子どもが通所を楽しみにしているか

現状抱える不安や悩み

通所を開始して良かったこと

今後期待したいこと

満

足

度

・通所する意味があるのかが今のところ実感として

ない。

・生き生きと楽しそうに生活するようになった。明

るくなった。

・できることが増えた。褒めてもらえることが嬉し

いようだ。

・今後も子供が安心できる場所であってほしいで

す。

・生活習慣が安定したり、出きることが増えたりし

ました。感情のコントロールも随分良くなりまし

た。

・学習やお友達同士のやり取りについて、特性を踏

まえた上で丁寧に対応していただける場ができてよ

かったと思っています。

・大声で泣くことが減った

・自宅以外の楽しく過ごせる場所が増えた

・楽しんで通っています。学校以外の居場所がある

ことがとてもありがたいです。通所した日は自己肯

定感も高く落ちついており、家庭でも穏やかに過ご

せています。

・登校がつらい日もノビルなら行く、と言うので学

校以外に居場所があることが大変ありがたいです。

・自己肯定感が上がった　思いやりのきもちが増し

た

・以前より、自分から話をしてくれるようになった

のと、自発的に準備したりする事が増えた。

・貴重なご意見ありがとうございます。ご意見も参考にしながら

引き続きお子様の成長の助けとなるよう、また楽しんで通うこと

のできる事業所を目指してまいります。支援方法や教室運営等に

ついて、ご相談がございましたらいつでもご連絡ください。



評価項目
利用保護者様からのご意見、ご感想

＜アンケート調査：R6/5/28～R6/6/7＞

事業所の取り組み状況改善の方針等

＜方針検討：R6/6/10～R6/6/14＞

訓練室等の適切なスペースの確保

職員の配置状況

事業所内の安全対策

環境設備の衛生管理

業務改善を進めるための PDCA サイクル

職員の資質の向上、研修の機会の確保

運営支援システムHUGの運用

適切なアセスメントの実施

ニーズや課題の客観的な分析、個別支援

計画の作成

適切な活動プログラムの立案

支援開始前の支援内容や役割分担の確認

支援終了後の振り返り

適切なモニタリングの実施

各種記録の正しい作成、保管

適

切

な

支

援

の

提

供

・サーキット、イングリッシュ、リズムダンスが特に楽しみに

しているようです

・可能であればイングリッシュの時間を少し増やして欲しいで

す

・引き続き、お子様が楽しみながら、参加できるプログラムの計

画、内容を継続して考案・実施してまいります。

業

務

改

善

・HUGでの活動報告ですが、いつもわかりやすく書いて下

さり毎日内容を読むのが楽しみです

・優しく必要な支援をしてもらっています。

・毎日の朝礼や月次の事業所ミーティングにて、目標・支援方針

の確認を行っています。

・ご様子に応じて、もっともよい形で過ごすことのできるように

支援をさせていただきたいと考えています。ご不安な点等あれば

お気軽にご連絡いただけれるような体制を整えていきます。

・保護者様向けのアンケートを実施し、満足度調査を行い、業

務・サービス改善に役立てています。

自己評価結果　H31年3月

厚生労働省が定める「放課後等デイサービスガイドライン」に基づいて定期的に自己評価を実施しています。

この自己評価結果、また保護者様からいただいたご意見・ご要望をもとに、業務・サービスの改善をしていくことを目的としています。

環

境

・

体

制

整

備

・インフルエンザ等の流行の感染症対策が気になり

ます

・まだまだ感染対策が大いに必要とされる為、改めて換気の実施を徹底して

まいります。

・子どもたちひとり一人が安心して過ごすことができるように、毎日設備の

点検・消毒を実施しています。

令和5年 自己評価結果（ドットジュニア 船橋習志野 第２教室 ）



サービス担当者会議の実施

学校との情報共有、連絡調整

子どもの発達状況や課題の共通理解

相談に対する必要な助言と支援

学校卒業時に他の障害福祉サービス移行

等のサポート

事業所外の専門機関等との連携

ペアレント・トレーニング等の支援

契約時の丁寧な説明（支援の内容、利用

者負担額等）

苦情対応の体制整備、発生した場合の迅

速かつ適切な対応

会報の発行等の事業所の情報発信

個人情報の適切な取り扱い

子どもや保護者との意思疎通や情報伝達

のための配慮

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、

感染症対応マニュアルの策定

緊急時対応の保護者への周知

定期的な避難訓練等の実施

虐待防止、身体拘束についての職員研修

の実施

非

常

時

等

の

対

応

・おやつを食べる際にアレルギーなど気にされてい

ますか？

ヒヤリハット事例の事業所内共有

・全てのお子さまについて、アレルギーの有無を確認し、指導時

に該当物質の摂取や接触がないよう留意しております。

保

護

者

へ

の

説

明

責

任

等

・こちらの困りごとにすぐ配慮いただき安心して通

所することができました。

・契約時の説明がすごく丁寧で良かったです。

・本アンケートの結果も踏まえさらにご安心していただけるよう

なサービス改善が継続できるように役立てて参ります。

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

・家族以外の人とコミュニケーションが取れる時間がある

のでありがたいです

・他事業所や学校等と多く共有をとってほしい

・HUGでの連絡だと急な連絡をするのに少し不便に感じる

・HUGでの連絡で事足りている

・送迎時の他、モニタリングや日々のご連絡の中で、保護者の皆

様とやり取りができる機会を引き続き確保していきたいと思いま

す。

・相談支援をはじめ、学校や幼稚園、保育園など関係機関との必

要な情報共有に努めてまいります。

・HUGに加えて、より円滑なやり取りができるような仕組みを検

討します。



子どもが通所を楽しみにしているか

現状抱える不安や悩み

通所を開始して良かったこと

今後期待したいこと

満

足

度

・外出のプログラムが増えてくると様々な経験ができるのでう

れしい

・同年代・同じように発達に悩みがある子と過ごす事で本人は

毎日のびのびと楽しく毎日通えていると感じています。

・以前よりも歌、ダンスが好きになりました。

・貴重なご意見ありがとうございます。ご意見も参考にしながら

引き続きお子様の成長の助けとなるよう、さらに楽しんで通うこ

とのできる事業所を目指してまいります。支援方法や教室運営等

について、ご相談がございましたらいつでもご連絡ください。今

後ともよろしくお願いいたします。



評価項目
利用保護者様からのご意見、ご感想

＜アンケート調査：R5/11/16～R5/11/26＞

事業所の取り組み状況改善の方針等

＜職員アンケート及び検討：R5/12/1～R6/1/31＞

訓練室等の適切なスペースの確保

職員の配置状況

事業所内の安全対策

環境設備の衛生管理

業務改善を進めるための PDCA サイクル

職員の資質の向上、研修の機会の確保

運営支援システムHUGの運用

適切なアセスメントの実施

ニーズや課題の客観的な分析、個別支援

計画の作成

適切な活動プログラムの立案

支援開始前の支援内容や役割分担の確認

支援終了後の振り返り

適切なモニタリングの実施

各種記録の正しい作成、保管

業

務

改

善

・HUGもとても役立っています。

・今後もHUGや送迎時などを通して、情報の共有やご利用者様の

様子を丁寧にお伝えしていきます。

・毎日の朝礼や月次の事業所ミーティングにて、目標・支援方針

の確認を行っています。

・保護者様向けのアンケートを年次で実施し、満足度調査を行

い、業務・サービス改善に役立てています。

自己評価結果　H31年3月

厚生労働省が定める「放課後等デイサービスガイドライン」に基づいて定期的に自己評価を実施しています。

この自己評価結果、また保護者様からいただいたご意見・ご要望をもとに、業務・サービスの改善をしていくことを目的としています。

環

境

・

体

制

整

備

・2階へ行く施設の階段の状態が心配です。

・スタッフの皆さんが細やかに支援くださる質を維

持していただきたいと思います。

・設備・遊具等危険がないか毎日チェックを継続してまいりま

す。

・毎日営業開始前に、チェックシートに基づき清掃・消毒等行っ

ています。

適

切

な

支

援

の

提

供

・学校以外のお友達との交流ができた。複数の支援

員さんをを通じて会話意欲が増えた。

・自宅ではできていないが学校、デイではトイレの

排便ができるようになってきている。

・子どもの問題点や課題を一緒に向き合ってくれて

ありがたいです。

・より幅を広げた、より突っ込んだ学習支援もして

頂けると嬉しいかもしれません。

・満足しているので、特にありませんが、隔週でも

日曜の利用が出来ると有り難いです。

・送迎時の他、モニタリングや日々のご連絡の中で、保護者の皆

様とやり取りができる機会を確保していきたいと思います。

・保護者の皆様や他事業所との連携も含め、さまざまなニーズに

対応できるようなプログラム作成を継続してまいります。

令和5年3月 自己評価結果（ドットジュニア 船橋習志野 第１教室（児童発達支援・放課後等デイサービス））



サービス担当者会議の実施

学校との情報共有、連絡調整

子どもの発達状況や課題の共通理解

相談に対する必要な助言と支援

学校卒業時に他の障害福祉サービス移行

等のサポート

事業所外の専門機関等との連携

ペアレント・トレーニング等の支援

契約時の丁寧な説明（支援の内容、利用

者負担額等）

苦情対応の体制整備、発生した場合の迅

速かつ適切な対応

会報の発行等の事業所の情報発信

個人情報の適切な取り扱い

子どもや保護者との意思疎通や情報伝達

のための配慮

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、

感染症対応マニュアルの策定

緊急時対応の保護者への周知

定期的な避難訓練等の実施

虐待防止、身体拘束についての職員研修

の実施

ヒヤリハット事例の事業所内共有

子どもが通所を楽しみにしているか

現状抱える不安や悩み

通所を開始して良かったこと

今後期待したいこと

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

・子どもの問題点や課題を一緒に向き合ってくれて

ありがたいです。

・通所の様子等をハグでお知らせ頂いていますが、

写真をアップして下さるとより子供の様子が分かる

なと感じることがあります。

・HUGに写真をアップするコーナーがあると、もっ

と様子がわかっていいなと思います。

・保護者様の許可を得て、必要な情報取得に努めています。

・外部の専門研修や機会の確保や、外部専門機関の研修教材を取

り入れて資質の向上に努めています。

・いただいたご意見を基にサービス改善が継続できるように役立

てて参ります。

・写真による活動内容の共有につきまして検討を進めてまいりま

す。

満

足

度

・切り替えが難しいときでも促していただき、次の

プログラムに取り組めている様子を知ることができ

たこと。自宅ではなかなか取り組めない学習です

が、ノビルキッズではプリントに取り組む習慣がで

きていること。

・通所に対して前向きなので、居心地が良いのだと

思います。他者との関わりが苦手ではなくなってい

ると思います。

・子供が毎日生き生きと生活出来るようになったと

感じています。

・スタッフの皆さまがとても優しいと子供が言いま

す。様々な年齢のお子様と関わる機会が持てるのも

貴重です。

・言語療法など、発語を促すようなプログラムを

やってもらいたいです。

・昼食を買いに行く　電車でお出かけする、公園遊

びなどをやってもらいたい。

・貴重なご意見ありがとうございます。引き続きお子様の成長を

助け、みなさまが満足していただくことができる事業所を目指し

てまいります。

・お子様がそれぞれの自立にむけて何が必要かを常に考え、ご本

人たちが目標に向かって日々を過ごせるようにスタッフ一同努力

してまいります。

・支援方法についてご相談がございましたらいつでもご連絡くだ

さい。

保

護

者

へ

の

説

明

責

任

等

・家では出来ないワークや遊びを、子供が楽しんで

いる様子がわかり、親がしてあげられない支援をし

ていただいていると感謝しております。

・ご利用者様皆様がご満足いただける形で随時調整を進めてまい

りたいと考えています。ご要望につきましてはぜひ一度ご相談く

ださい。

・本アンケートの結果も踏まえさらにご安心していただけるよう

なサービス改善が継続できるように役立てて参ります。

非

常

時

等

の

対

応

・これからの季節は感染症が心配です。

・マニュアルを策定し、研修や訓練を実施しています。

・全てのお子さまについて、アレルギーの有無を確認し、指導時

に該当物質の摂取や接触がないよう留意しております。

・ヒヤリハット事例が起こった際には、ヒヤリハットの報告書を

作成・保管し、職員間で共有しています。

・引き続き感染症対策を実施してまいります。



評価項目
利用保護者様からのご意見、ご感想
＜アンケート調査：R5/11/16～R5/11/26＞

事業所の取り組み状況改善の方針等
＜職員アンケート及び検討：R5/12/1～R6/1/31＞

訓練室等の適切なスペースの確保

職員の配置状況

事業所内の安全対策

環境設備の衛生管理

業務改善を進めるための PDCA サイクル

職員の資質の向上、研修の機会の確保

運営支援システムHUGの運用

適切なアセスメントの実施

ニーズや課題の客観的な分析、個別支援

計画の作成

適切な活動プログラムの立案

支援開始前の支援内容や役割分担の確認

支援終了後の振り返り

適切なモニタリングの実施

各種記録の正しい作成、保管

業

務

改

善

・HUGがとても便利に感じています。

・いつも返事が早くて助かります。

・今後もHUGや送迎時などを通して、情報の共有やご利用者様の

様子を丁寧にお伝えしていきます。

・毎日の朝礼や月次の事業所ミーティングにて、目標・支援方針

の確認を行っています。

・保護者様向けのアンケートを年次で実施し、満足度調査を行

い、業務・サービス改善に役立てています。

自己評価結果　H31年3月

厚生労働省が定める「放課後等デイサービスガイドライン」に基づいて定期的に自己評価を実施しています。

この自己評価結果、また保護者様からいただいたご意見・ご要望をもとに、業務・サービスの改善をしていくことを目的としています。

環

境

・

体

制

整

備

・子供が通所を、楽しみにしてます。先生方にも暖

かく見守っていただき感謝してます。色々な経験の

場を提供していただける貴重な場所です。

・設備・遊具等危険がないか毎日チェックを継続してまいりま

す。

・毎日営業開始前に、チェックシートに基づき清掃・消毒等行っ

ています。

適

切

な

支

援

の

提

供

・いろいろなことに自信をもって取り組むことがで

きるようになりました。

・他の同年代のお子さんと交流が持てていること。

その中で課題が出てきた時にスタッフの方が間に

入ってサポートしてくださり、解決力がついてきて

いると感じる。

・料理の経験を通して自信がついた。年齢の違う利

用者さんたちとの関わり方やコミュニュケーション

のとり方を学ぶ場となっている。ソーシャルスキル

を学ぶ場となっている。

・貴重なご意見ありがとうございます。ご利用者様のニーズや課

題を意識したプログラムを今後も提供してまいります。「楽し

い」、「来てよかった」と感じられるようなプログラムを企画す

る中で、ご利用者様が成長、学びを実感できる魅力ある教室を職

員で築き上げていきます。

令和5年3月 自己評価結果（ドットジュニア 船橋浜町教室（児童発達支援・放課後等デイサービス））



サービス担当者会議の実施

学校との情報共有、連絡調整

子どもの発達状況や課題の共通理解

相談に対する必要な助言と支援

学校卒業時に他の障害福祉サービス移行

等のサポート

事業所外の専門機関等との連携

ペアレント・トレーニング等の支援

契約時の丁寧な説明（支援の内容、利用

者負担額等）

苦情対応の体制整備、発生した場合の迅

速かつ適切な対応

会報の発行等の事業所の情報発信

個人情報の適切な取り扱い

子どもや保護者との意思疎通や情報伝達

のための配慮

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、

感染症対応マニュアルの策定

緊急時対応の保護者への周知

定期的な避難訓練等の実施

虐待防止、身体拘束についての職員研修

の実施

ヒヤリハット事例の事業所内共有

子どもが通所を楽しみにしているか

現状抱える不安や悩み

通所を開始して良かったこと

今後期待したいこと

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

・子供が成長していき、高校生くらいになった時も

現在と同じように満足できるのか、ノビルさんに対

してというより子供について少し不安もあります。

・職業紹介の映像などを皆で観て、こんな職業もあ

るんだよ、と視野を広げる機会があるといいと思

う。

・今の環境が本当に子供に合っているので、勝手な

がらに、将来の就労に向けたサポートや最終的に就

労へ繋がるよう関連する事業所等もあれば更に良い

と思っています。

・活動通信を配布して頂いているが、年1くらいで保

護者会があると情報共有出来て安心。

・子供の様子を見てみたい気持ちもあるため、学校

でいう授業参観のようなもの、もしくは（いつもと

異なる環境にならないよう）オンライン配信があれ

ばと思います。

・将来の過ごし方について、社内の就労部門との連携も検討して

まいります。

・いただいたご意見を基にサービス改善が継続できるように役立

てて参ります。

満

足

度

・送迎してくださる方々も事業所の方もどなたもみ

なさん感じが良く、学校の宿題がない日も、事業所

にある色々な分野の宿題を行ってくださり、ソー

シャルスキルトレーニングも毎回実施してくださ

り、とてもありがたいです。子どもも毎日通いたい

と嬉しそうにししています。

・歯磨きレッスン、指編みでマフラー作成(何日かか

けて)をやってもらいたい。

・学校以外での人との関わりがもてて良かった。子

供の視野が広がる。

・自ら学習に取り組む事ができるようになりまし

た。切り替えや時間を意識できるようになりまし

た。

・電車を利用して外出等(大変かもしれませんが…)し

ていただけたら、うれしいです。

・ありがたい意見誠にありがとうございます。今後もよりたくさ

んの方々に満足感を持っていただけるうにサービス面の強化を

行っていきます。何かありましたら適宜ご相談いただければと思

います。

保

護

者

へ

の

説

明

責

任

等

・自信がつくような声掛けや支援をしてくだり、自

己肯定感が上がったと感じる。

・当日、何があったか話をしてくれる。手紙がある

時は、必ず「今日は、手紙あるよ～」等報告があ

る。

・活動報告が丁寧で分かり易い。

・お友達や職員の方の事を気遣ったり、仲良くコ

ミュニケーションを取れている話を聞くと、学校だ

けでなく沢山の人と関われる環境にいることがで

き、成長に繋がっていることが良かったと感じま

す。

・ささいな悩みから相談しやすい体制を整えるとともに、事業所

内の相談窓口および第三者の相談窓口を、重要事項として契約時

に説明をしています。

・お子さま、保護者様の状態に応じて、ICTやその他視覚的情報

などを活用して意思疎通・情報伝達等を実施しております。

非

常

時

等

の

対

応

・アレルギーの対応はどのようにしていますか？ ・全てのお子さまについて、アレルギーの有無を確認し、指導時

に該当物質の摂取や接触がないよう留意しております。



評価項目
利用保護者様からのご意見、ご感想
＜アンケート調査：R5/11/16～R5/11/26＞

事業所の取り組み状況改善の方針等
＜職員アンケート及び検討：R5/12/1～R6/1/31＞

訓練室等の適切なスペースの確保

職員の配置状況

事業所内の安全対策

環境設備の衛生管理

業務改善を進めるための PDCA サイクル

職員の資質の向上、研修の機会の確保

運営支援システムHUGの運用

適切なアセスメントの実施

ニーズや課題の客観的な分析、個別支援

計画の作成

適切な活動プログラムの立案

支援開始前の支援内容や役割分担の確認

支援終了後の振り返り

適切なモニタリングの実施

各種記録の正しい作成、保管

業

務

改

善

・授業参観のような、様子を見る機会があれば行き

たい。

・実際の支援のご様子を見ていただけるような機会も設けられる

と良いと考えております。

・日頃より、様子についてしっかりとお伝えできるようにも努め

てまいります。

自己評価結果　H31年3月

厚生労働省が定める「放課後等デイサービスガイドライン」に基づいて定期的に自己評価を実施しています。

この自己評価結果、また保護者様からいただいたご意見・ご要望をもとに、業務・サービスの改善をしていくことを目的としています。

環

境

・

体

制

整

備

・送迎の範囲がもう少し広くなると嬉しいです。

・ご利用者様皆様がご満足いただける形で随時調整を進めてまい

ります。

・子どもたちひとり一人が安心して過ごすことができるように、

毎日設備の点検・消毒を実施しています。

・お子様のご様子に合わせて環境設定を調整できるようにしてま

いります。

適

切

な

支

援

の

提

供

・お勉強を親と共有して、もう少し取り組んで欲し

い

・たくさんの時間をみていただき大変感謝しており

ます。現在利用している他事業所は、プログラムの

度に集金があるので、かがやきのまちは、アイスを

買ったり、お出かけをしたりと、集金はしなくてよ

いのかしらと少し気になります。

・事業所に玩具のバリエーションが増えると子ども

は喜ぶと思います

・体幹を鍛えるトレーニング、コグトレ、ビジョン

トレーニングのプリントがあるといい

・図書館へ行くプログラムがあるといい

・言語聴覚士さん、作業療法士さんのトレーニング

等

・送迎時の他、モニタリングや日々のご連絡の中で、保護者の皆

様とやり取りができる機会を確保していきたいと思います。

・保護者の皆様や他事業所との連携も含め、さまざまなニーズに

対応できるようなプログラム作成を継続してまいります。

令和5年3月 自己評価結果（ドットジュニア 高浜教室 (児童発達支援・放課後等デイサービス））



サービス担当者会議の実施

学校との情報共有、連絡調整

子どもの発達状況や課題の共通理解

相談に対する必要な助言と支援

学校卒業時に他の障害福祉サービス移行

等のサポート

事業所外の専門機関等との連携

ペアレント・トレーニング等の支援

契約時の丁寧な説明（支援の内容、利用

者負担額等）

苦情対応の体制整備、発生した場合の迅

速かつ適切な対応

会報の発行等の事業所の情報発信

個人情報の適切な取り扱い

子どもや保護者との意思疎通や情報伝達

のための配慮

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、

感染症対応マニュアルの策定

緊急時対応の保護者への周知

定期的な避難訓練等の実施

虐待防止、身体拘束についての職員研修

の実施

ヒヤリハット事例の事業所内共有

子どもが通所を楽しみにしているか

現状抱える不安や悩み

通所を開始して良かったこと

今後期待したいこと

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

・いつも丁寧に子どもと向き合ってくださり本当に

感謝しています。

・保護者様の許可を得て、必要な情報取得に努めています。

・外部の専門研修や機会の確保や、外部専門機関の研修教材を取

り入れて資質の向上に努めています。

・いただいたご意見を基にサービス改善が継続できるように役立

てて参ります。

満

足

度

・若い先生ばかりなので、体力的なことや、プログ

ラムの工夫等、頼りになる部分が多いにある一方、

どうしても子育てに関わる知識や経験等に関して

は、心配に感じる部分があります。親であるこちら

よりも、経験値の高い先生がいらっしゃれば、そう

いった面の安心感も得られるかと思っております。

・言葉が増えた

・毎回子供が楽しい早く行きたいと楽しみにしてお

り、たくさんの経験をさせていただけるのが大変有

り難いです。

・本人が大好きなことです

・自主学習で名前が少し書けるようになりました。

・まだ、始めたばかりですが子供は楽しいと言って

います

・貴重なご意見ありがとうございます。引き続きお子様の成長を

助け、みなさまが満足していただくことができる事業所を目指し

てまいります。

・お子様がそれぞれの自立にむけて何が必要かを常に考え、ご本

人たちが目標に向かって日々を過ごせるようにスタッフ一同努力

してまいります。

・支援方法についてご相談がございましたらいつでもご連絡くだ

さい。

保

護

者

へ

の

説

明

責

任

等

・日々細かい情報を連絡帳の様な感じで伝える方法

はありますか？子供の成長など先生と共有出来ると

嬉しいです。送迎の時にお話しますが、連絡事項以

外でLINEを使うのはなんだか気が引けてしまいま

す。

・ご不安な点がございましたらいつでもご連絡ください。よりご

安心いただける形で運営していきたいと考えております。

・外部の専門研修や機会の確保や、外部専門機関の研修教材を取

り入れて資質の向上に努めています。

・いただいたご意見を基にサービス改善が継続できるように役立

てて参ります。

非

常

時

等

の

対

応

・アレルギーの対応はどのようにしていますか？ ・全てのお子さまについて、アレルギーの有無を確認し、指導時

に該当物質の摂取や接触がないよう留意しております。



評価項目
利用保護者様からのご意見、ご感想
＜アンケート調査：R5/11/16～R5/11/26＞

事業所の取り組み状況改善の方針等
＜職員アンケート及び検討：R5/12/1～R6/1/31＞

訓練室等の適切なスペースの確保

職員の配置状況

事業所内の安全対策

環境設備の衛生管理

業務改善を進めるための PDCA サイクル

職員の資質の向上、研修の機会の確保

運営支援システムHUGの運用

適切なアセスメントの実施

ニーズや課題の客観的な分析、個別支援

計画の作成

適切な活動プログラムの立案

支援開始前の支援内容や役割分担の確認

支援終了後の振り返り

適切なモニタリングの実施

各種記録の正しい作成、保管

業

務

改

善

・保育所等訪問支援と、HUGでサービス提供実績記

録票の電子署名が利用できたら、より嬉しいです。

・電子署名の実装は運用に向けて検討中です

・引き続き日々の記録や、月の活動予定表につきましては、HUG

内で確認できるようにしてまいります。

自己評価結果　H31年3月

厚生労働省が定める「放課後等デイサービスガイドライン」に基づいて定期的に自己評価を実施しています。

この自己評価結果、また保護者様からいただいたご意見・ご要望をもとに、業務・サービスの改善をしていくことを目的としています。

環

境

・

体

制

整

備

・インフルエンザ等の感染症感染が不安になること

があります。

・まだまだ感染対策が大いに必要とされる為、改めて換気の実施

を徹底してまいります。

・子どもたちひとり一人が安心して過ごすことができるように、

毎日設備の点検・消毒を実施しています。

適

切

な

支

援

の

提

供

・いつもありがとうございます。長期休みの預かり

時間が長く、仕事をしながらの子育てに安心して預

けられる場所となっている。また毎月プログラムが

事前に把握できるところもありがたい。特別プログ

ラムでおでかけなど、たくさんの経験をさせて頂き

感謝しています。

・息子が上手く話せない為口周りの体操を教えて下

さってとてもありがたいです。

・ダンスや体を動かすことが増えるといいです。

・時間が長い際は、外出行事が増えたらいいなとお

もいます。

・土曜日利用時になってしまうと思いますが、電車

やバスなど公共交通機関に乗る練習などあると嬉し

いです。

・家ではできないので思う存分絵の具を使って大き

な紙に自由に絵を描く

・簡単な英語など、楽しんで学べるもの。

・個別支援計画や児童の状況等を考慮して、当事業所のコンセプ

トに沿って多様なプログラム計画を立てています。

・プログラムを通じてお子様が成功体験を積み成長できるよう

に、また色々な体験ができるように今後もご満足頂けるようなプ

ログラムを検討していきます。

令和5年3月 自己評価結果（ドットジュニア 新検見川教室（児童発達支援・放課後等デイサービス））



サービス担当者会議の実施

学校との情報共有、連絡調整

子どもの発達状況や課題の共通理解

相談に対する必要な助言と支援

学校卒業時に他の障害福祉サービス移行

等のサポート

事業所外の専門機関等との連携

ペアレント・トレーニング等の支援

契約時の丁寧な説明（支援の内容、利用

者負担額等）

苦情対応の体制整備、発生した場合の迅

速かつ適切な対応

会報の発行等の事業所の情報発信

個人情報の適切な取り扱い

子どもや保護者との意思疎通や情報伝達

のための配慮

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、

感染症対応マニュアルの策定

緊急時対応の保護者への周知

定期的な避難訓練等の実施

虐待防止、身体拘束についての職員研修

の実施

ヒヤリハット事例の事業所内共有

子どもが通所を楽しみにしているか

現状抱える不安や悩み

通所を開始して良かったこと

今後期待したいこと

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

・長期休暇や土・祝日に長時間見ていただける、昼

食を一緒に買いに行っていただける、集団のプログ

ラムも個別の支援も充実している、問い合わせに対

するレスポンスが早くて丁寧、サービス提供記録が

詳しくてわかりやすい、送迎していただける、子ど

もが楽しんで通っていて保護者も安心できること。

・いつも子供がお教室へ行くのを楽しみにしていま

す。身体の使い方や手先も前より器用になってきて

嬉しいです。

・関係機関との必要な情報共有に努めています。

・プログラム活動の一環で、公共の施設を利用して活動したり、

地域住民への訪問など、地域交流の機会は積極的に確保をしてい

きます。

満

足

度

・子どもがずっとかがやきに行きたい！と通所を楽

しめていること。

・子供達が楽しみながら日々成長してる

・本人が笑顔で楽しかったよ!とお話してくれること

です。

・先生方が色々と工夫して対応して頂いているから

かと思います。

・様々なプログラムを通して少しずつ成長を感じると

でとても嬉しいです。

・いつも子供がお教室へ行くのを楽しみにしていま

す。身体の使い方や手先も前より器用になってきて

嬉しいです。

・初めての場所に行っても泣かなくなったり人見知

りが無くなりました。

・体を動かすのが上手になって体力も付いてきたの

で通って良かったと思ってます。

・通所されて良かった、安心できるという意見が私たちの励みで

す。より一層良い支援をお届けできるようにしていきます。

保

護

者

へ

の

説

明

責

任

等

・こちらが困っていることにすぐ配慮いただき、対

応も早く安心して通所することができました。

・本アンケートの結果も踏まえさらにご安心していただけるよう

なサービス改善が継続できるように役立てて参ります。

非

常

時

等

の

対

応

・おやつを食べる際にアレルギーなど気にされてい

ますか？

・ケガや体調不良が起こった際のフローなど保護者様向けにも作

成を行っています。職員だけでなく、利用者様にも安心を持って

対応頂けるように整備を進めていきます。

・教室に来た際にいつもと様子が異なるなどがあった際は申し送

りさせて頂きます。

・全てのお子さまについて、アレルギーの有無を確認し、指導時

に該当物質の摂取や接触がないよう留意しております。



評価項目
利用保護者様からのご意見、ご感想
＜アンケート調査：R5/11/16～R5/11/26＞

事業所の取り組み状況改善の方針等
＜職員アンケート及び検討：R5/12/1～R6/1/31＞

訓練室等の適切なスペースの確保

職員の配置状況

事業所内の安全対策

環境設備の衛生管理

業務改善を進めるための PDCA サイクル

職員の資質の向上、研修の機会の確保

運営支援システムHUGの運用

適切なアセスメントの実施

ニーズや課題の客観的な分析、個別支援

計画の作成

適切な活動プログラムの立案

支援開始前の支援内容や役割分担の確認

支援終了後の振り返り

適切なモニタリングの実施

各種記録の正しい作成、保管

業

務

改

善

・人数が増えてきて、少々落ち着かないのかなと、

本人の様子を見て感じることがあります。

・毎日の朝礼や月次の事業所ミーティングにて、目標・支援方針

の確認を行っています。

・ご様子に応じて、もっともよい形で過ごすことのできるように

支援をさせていただきたいと考えています。ご不安な点等あれば

お気軽にご連絡いただけれるような体制を整えていきます。

・保護者様向けのアンケートを実施し、満足度調査を行い、業

務・サービス改善に役立てています。

自己評価結果　H31年3月

厚生労働省が定める「放課後等デイサービスガイドライン」に基づいて定期的に自己評価を実施しています。

この自己評価結果、また保護者様からいただいたご意見・ご要望をもとに、業務・サービスの改善をしていくことを目的としています。

環

境

・

体

制

整

備

・インフルエンザ等の感染症感染が不安になること

があります。

・安全面について、職員間での情報共有や死角をなくして全員の

ことを見守れるような体制を実践していきます。

・子どもたちひとり一人が安心して過ごすことができるように、

毎日設備の点検・消毒を実施しています。

適

切

な

支

援

の

提

供

・プールに行く。電車に乗る。近所に散歩に行く。

スーパーに買い物に行く。家庭でも役立つお手伝い

的なことを通して、生活の力を高める。というよう

なプログラムがあると良いです。

・日常生活において、こんなときはどうしたらいい

のか？というのを考えるというのをやってほしい。

何度もやることにより、実際にそういう場面になっ

たときに、行動できるようになるようにプログラム

立案してほしい。

・ハサミを使った製作をしてほしいと思っていま

す。

・歩行、公文プログラムがあると良い。

・実用スキルアッププログラムのバリエーションが

増えると嬉しいです。

・小学校での授業に戸惑わないよう（特に体育）縄

跳びや跳び箱等、楽しみながら覚えられるプログラ

ムがあったらいいなぁと思いました。

・どのプログラムも、子どもたちは、楽しんで参加

しており、どれも良いと思っています。

・製作したものを持って帰れるところはありがたい

です。

・個別支援計画や児童の状況等を考慮して、当事業所のコンセプ

トに沿って多様なプログラム計画を立てています。

・プログラムを通じてお子様が成功体験を積み成長できるよう

に、また色々な体験ができるように今後もご満足頂けるようなプ

ログラムを検討していきます。

令和5年3月 自己評価結果（ドットジュニア 新千葉 第１教室（児童発達支援・放課後等デイサービス））



サービス担当者会議の実施

学校との情報共有、連絡調整

子どもの発達状況や課題の共通理解

相談に対する必要な助言と支援

学校卒業時に他の障害福祉サービス移行

等のサポート

事業所外の専門機関等との連携

ペアレント・トレーニング等の支援

契約時の丁寧な説明（支援の内容、利用

者負担額等）

苦情対応の体制整備、発生した場合の迅

速かつ適切な対応

会報の発行等の事業所の情報発信

個人情報の適切な取り扱い

子どもや保護者との意思疎通や情報伝達

のための配慮

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、

感染症対応マニュアルの策定

緊急時対応の保護者への周知

定期的な避難訓練等の実施

虐待防止、身体拘束についての職員研修

の実施

ヒヤリハット事例の事業所内共有

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

・まだ通い始めて日が浅いが、うちの子より年下の

子が多い教室の為うまくコミュニケーションがとれ

ているのかが心配しています。

・子供の成長も感じられますし親の私達にもこんな

ことが出来ましたと前向きに接してくださるのがと

ても有り難いです。我々も笑顔が増えました。

・支援者が増えたこと。なにより、母親の私の精神

的なゆとりができたこと。

・親が困った時に相談、話を聞いてもらい以前より

ストレスが減りました。

・利用開始前や初日には送迎や支援の擦り合わせを行い、日々の

送迎時、また随時電話等で連絡調整を行っています。

・関係機関との必要な情報共有に努めています。

・プログラム活動の一環で、公共の施設を利用して活動したり、

地域住民への訪問など、地域交流の機会は積極的に確保をしてい

ます。

・毎回の支援の記録、支援経過の記録等について、毎回または必

要に応じてフィードバックを行っています。定期的に活動中の写

真も提供しています。

保

護

者

へ

の

説

明

責

任

等

・連絡がスムーズなところはすごくありがたいで

す。

・見学時・契約時に丁寧に説明するとともに、面談室内に重要書

類の掲示をしています。

・毎月のプログラム予定表の案内は行っています。

・お子さま、保護者様の状態に応じて、ICTやその他視覚的情報

などを活用して意思疎通・情報伝達等を実施しております。

非

常

時

等

の

対

応

・仮に仕事で在宅不在の場合が心配です。

・避難訓練（定期的に開催されているため、子ども

も記憶しやすく助かります）

・マニュアルを策定し、研修や訓練を実施しています。

・全てのお子さまについて、アレルギーの有無を確認し、指導時

に該当物質の摂取や接触がないよう留意しております。

・ヒヤリハット事例が起こった際には、ヒヤリハットの報告書を

作成・保管し、職員間で共有しています。

・緊急時の連絡対応は、ご契約時に連絡先を伺い、優先度の高い

連絡先から連絡させていただいております。送迎時間の調整や体

調不良時など、都度ご相談の上対応してまいります。



子どもが通所を楽しみにしているか

現状抱える不安や悩み

通所を開始して良かったこと

今後期待したいこと

満

足

度

・なにより子供達が楽しく通所しています。

・受験を前に体調不良や学習意欲への低下

・様々な体験ができる

・以前より、言葉でのコミュニケーションが上手に

なったと感じています

・得意な事が増えたり友だちと遊ぶようになれた。

・色々な成長が見られている。

・発語が増えた。職員さんや他の利用者さんたちと

コミュニケーションが増えた。

・ルールのある遊びに参加できるようになったり、

座っていられる時間が少し長くなったこと。

・帰宅後の切り替えがしやすい時があり助かってい

ます。

・よく話すようになった。

・言葉の発達や集団生活のルールの学習など身につ

いたことが多くありました。

・同じ趣味のお友達との関わりや先生方も優しくて

教室からお家に帰ってきてからもご機嫌で楽しかっ

たんだなぁという様子が伝わってくるので通所をさ

せて良かったと思います。

・会社全体としてどのような事業を行なっているの

か、パンフレットなどがあれば、配布していただい

たり、お知らせいただけるといいと思います。

・かがやきさんでの様子を教室でみたいです。月に1

度見学会や親の参観日的な物もがあったらいいなと

思います。

・いつも先生方にはお世話になっていて通所させて

メリットが沢山あると感じます。できれば通ってい

る小学校との連携を図りながら支援の方も進めてい

ければと思います。

・貴重なご意見ありがとうございます。ご意見も参考にしながら

引き続きお子様の成長の助けとなるよう、また楽しんで通うこと

のできる事業所を目指してまいります。

・お子様がそれぞれの自立にむけて何が必要かを常に考え、ご本

人たちが目標に向かって日々を楽しく過ごせるように今後もス

タッフ一同努力してまいります。

・支援方法や教室運営等について、ご相談がございましたらいつ

でもご連絡ください。



評価項目
利用保護者様からのご意見、ご感想
＜アンケート調査：R5/11/16～R5/11/26＞

事業所の取り組み状況改善の方針等
＜職員アンケート及び検討：R5/12/1～R6/1/31＞

訓練室等の適切なスペースの確保

職員の配置状況

事業所内の安全対策

環境設備の衛生管理

業務改善を進めるための PDCA サイクル

職員の資質の向上、研修の機会の確保

運営支援システムHUGの運用

適切なアセスメントの実施

ニーズや課題の客観的な分析、個別支援

計画の作成

適切な活動プログラムの立案

支援開始前の支援内容や役割分担の確認

支援終了後の振り返り

適切なモニタリングの実施

各種記録の正しい作成、保管

業

務

改

善

・HUGもとても役立っています。

・今後もHUGや送迎時などを通して、情報の共有やご利用者様の

様子を丁寧にお伝えしていきます。

・毎日の朝礼や月次の事業所ミーティングにて、目標・支援方針

の確認を行っています。

・保護者様向けのアンケートを年次で実施し、満足度調査を行

い、業務・サービス改善に役立てています。

自己評価結果　H31年3月

厚生労働省が定める「放課後等デイサービスガイドライン」に基づいて定期的に自己評価を実施しています。

この自己評価結果、また保護者様からいただいたご意見・ご要望をもとに、業務・サービスの改善をしていくことを目的としています。

環

境

・

体

制

整

備

・いつも丁寧に子どもと向き合ってくださり本当に

感謝しています。

・いつもお世話になっております。よくしていただ

いた先生が異動してしまうと、子供も寂しかったり

不安定になるようです。できたらなるべく「いつも

の先生」がいらっしゃるような体制を検討していた

だけるとありがたいです。

・どのような職員とでも楽しく接することが出来るように、環境

設定やプログラム設定行っていきます。また職員が変わる際には

事前にお別れの時間を設けることや新しい職員との時間を多く設

けるなどしていきます。

・ご利用者様皆様がご満足いただける形で随時調整を進めてまい

ります。

適

切

な

支

援

の

提

供

・色々な体験や経験をさせて頂き、できるように

なったことも増え、本人も楽しいと感じているので

通所して良かったです。

・語彙に不安があったが増えてきた。集団行動もで

きてきている。

・長期休み期間中の対応。

・座学の練習ができていること。

・人との距離感、場所による声の大きさについてな

ど、社会マナー的なこと。

・集中力を養うことができるプログラム。

・西友などのセルフレジで所定の金額でお買い物を

する（予算感覚を身につける）行事などもご検討い

ただけたら嬉しいです。

・お芋掘りがあったら楽しそう。

・ダンスなど

・お店でご飯を食べる

・宿泊無しのキャンプ

・ビジョントレーニングやねんど遊びなど

・身体を動かすプログラム

・ロゴリズミック，リズムを聞きながら言葉の練習

など

・運動系プログラムで楽しんで遊び感覚でできるも

のや小学校の体育の授業で戸惑わないように縄跳び

の練習や跳び箱ができたらいいと思います。

・課外による刺激に期待。

・貴重なご意見ありがとうございます。ご利用者様のニーズや課

題を意識したプログラムを今後も提供してまいります。「楽し

い」、「来てよかった」と感じられるようなプログラムを企画す

る中で、ご利用者様が成長、学びを実感できる魅力ある教室を職

員で築き上げていきます。

令和5年3月 自己評価結果（ドットジュニア 西千葉教室（児童発達支援・放課後等デイサービス））



サービス担当者会議の実施

学校との情報共有、連絡調整

子どもの発達状況や課題の共通理解

相談に対する必要な助言と支援

学校卒業時に他の障害福祉サービス移行

等のサポート

事業所外の専門機関等との連携

ペアレント・トレーニング等の支援

契約時の丁寧な説明（支援の内容、利用

者負担額等）

苦情対応の体制整備、発生した場合の迅

速かつ適切な対応

会報の発行等の事業所の情報発信

個人情報の適切な取り扱い

子どもや保護者との意思疎通や情報伝達

のための配慮

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、

感染症対応マニュアルの策定

緊急時対応の保護者への周知

定期的な避難訓練等の実施

虐待防止、身体拘束についての職員研修

の実施

ヒヤリハット事例の事業所内共有

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

・小学校入学時の環境の変化

・幼稚園を卒園するまでにしておくべきことや準備

など…あれば教えてほしいです。

・現状での不安や入学まで、入学後のイメージを事業所とご家庭

で共有して重点的に支援ができるように配慮してまいります。

現在通われている幼稚園や保育園、他事業所との連携を図って、

個別支援計画の目標やご家庭の希望に沿って支援してまいりま

す。

・環境の変化にはご利用者も敏感になるところです。様々な専門

性のある職員も多数在籍しています。気になる点がありましたら

いつでもご相談ください。

保

護

者

へ

の

説

明

責

任

等

・教室での様子は毎回お話頂いています。

・保護者との情報交換の場が欲しいです。

・ADHD等の特性にあった説明会の開催。

・参観日や、お披露目会。

・西千葉教室に通所していますが、今いる先生たち

一人ひとりがその子にとって、何ができるように

なったら可能性が広がる気がすると思われているの

かを知りたい。親だからこそ、見えないことがたく

さんあると思っています。

・LINEやHUGで通した説明・連絡だけでは不足が生じる部分は

お電話や送迎時に直接お伝えするなどを行っていきます。また何

かあった際はすぐに対応が取れる体制を整えてまいります。

・参観等につきまして現在は開催はしておりませんが、今後の開

催を検討しております。

非

常

時

等

の

対

応

・故意ではないのは重々承知ですが、小さな怪我を

してくることが多いな、と感じております。

いつか大きな怪我をしてくることのないよう、願う

ばかりです。

・マニュアルを策定し、研修や訓練を実施しています。

・ヒヤリハット事例が起こった際には、ヒヤリハットの報告書を

作成・保管し、職員間で共有しています。今後もケガや事故を未

然に防げるように配慮しながら支援してまいります。



子どもが通所を楽しみにしているか

現状抱える不安や悩み

通所を開始して良かったこと

今後期待したいこと

満

足

度

・私の育児ではできない範囲を超えて子供に色々な指

導、体験をさせてくださるおかげで非常に助けられてい

ます。日々の送迎も大変助かっています。

・先生たちや、通っている方たちとのコミュニケーショ

ンが少しずつできるようになりました。

・家と学校以外で、安心して過ごせる場となりました。

・いつもならすぐに諦めていたことも、積極的に向き合

う場面もみられるようになった。

・子供達が楽しみながら学んでるところ

・学校以外での居場所が増え、毎回楽しみにしており、

親としても安心しています。

・自分を理解して、待っていてくれる場所がある。言葉

や感情が豊かになった。たくさんの経験をさせてもらえ

ている。ルールを少しずつ学べている。

・こどもが笑顔になった

・子どもがかがやきさんに行けることを楽しみにしてい

る

・先生方やお友達と関わる時間を楽しみにできるように

なったこと

・先生達が子供の無理な要求に対しても寛大に受け止め

てくださり、いつも感謝しています。子供も先生達を信

頼していますので教室から帰ってきて楽しそうな様子が

伝わってくるのが何より嬉しいです。

・慣れてくると先生の指示等を聞かなくなったり要求が

増えて困らせたり、お友達とトラブルにならないか心配

しています。

物への執着が強くお気に入りの物を持っていきたがるこ

とで紛失等ないか不安です（紛失してしまうと大騒ぎし

てしまうため）

・家の近くなので、いざという時に安心です。

・楽しく通ってます

・現在の内容で十分満足しています。今後とも何卒よろ

しくお願いいたします。

・いつもありがとうございます。

・いつも丁寧にご支援いただき、ありがとうございま

す。子どもが楽しみに通えていることが、何よりの喜び

です！今後もよろしくお願い致します。

・今の状況に満足しています、先生やお友達ともっと楽

しく過ごせる場所として通い続けられたと思います。

・貴重なご意見ありがとうございます。

・今後も保護者様に安心してご利用いただけ、お子様方には楽し

く過ごしていただける教室運営を目指していきます。



評価項目
利用保護者様からのご意見、ご感想
＜アンケート調査：R5/11/16～R5/11/26＞

事業所の取り組み状況改善の方針等
＜職員アンケート及び検討：R5/12/1～R6/1/31＞

訓練室等の適切なスペースの確保

職員の配置状況

事業所内の安全対策

環境設備の衛生管理

業務改善を進めるための PDCA サイクル

職員の資質の向上、研修の機会の確保

運営支援システムHUGの運用

適切なアセスメントの実施

ニーズや課題の客観的な分析、個別支援

計画の作成

適切な活動プログラムの立案

支援開始前の支援内容や役割分担の確認

支援終了後の振り返り

適切なモニタリングの実施

各種記録の正しい作成、保管

業

務

改

善

・生活介護や入所施設など重度障害のある利用者の

居場所を作ってほしい。

・更に発語を増やして欲しい。言語療法を取り入れ

て欲しい。

・保護者様向けのアンケートを実施し、満足度調査を行い、業

務・サービス改善に役立ててまいります。

・他事業所との連携も含め、さまざまなニーズに対応できるよう

なプログラム作成を継続してまいります。

自己評価結果　H31年3月

厚生労働省が定める「放課後等デイサービスガイドライン」に基づいて定期的に自己評価を実施しています。

この自己評価結果、また保護者様からいただいたご意見・ご要望をもとに、業務・サービスの改善をしていくことを目的としています。

環

境

・

体

制

整

備

・子どもが頻繁に口に手を入れるので、感染症など

周りに迷惑をかけてしまう可能性があり心配です。

・以前、子供の嫌がる友達がいた時、別の部屋で、

過ごせたらいいなと思いました。

・一緒に遊んでいる子が何か暴力などをしてきたら

と思うと不安

・安全面について、職員間での情報共有や死角をなくして全員の

ご様子を見守れるような体制を実践していきます。

・子どもたちひとり一人が安心して過ごすことができるように、

毎日設備の点検・消毒を実施しています。

・お子様のご様子に合わせて環境設定を調整できるようにしてま

いります。

適

切

な

支

援

の

提

供

・子どもの意見を汲み取ってくれる職員さんがお

り、子どもから気持ちや要求を伝えようとする場面

が増えました

・語彙がかなり増えた。出来ることも増えた。

・活動への見通しがついたこと。周りのお友だちや

音に慣れてきたこと。

・相談支援事業所など関係機関との連絡調整も行いながら定期的

にアセスメントを行い支援計画を作成しています。統一したアセ

スメントシートを使用しています。

・引き続き、支援計画に基づきながら成長につなげていくことが

できるように支援してまいります。

令和5年3月 自己評価結果（ドットジュニア 蘇我 第２教室（児童発達支援・放課後等デイサービス））



サービス担当者会議の実施

学校との情報共有、連絡調整

子どもの発達状況や課題の共通理解

相談に対する必要な助言と支援

学校卒業時に他の障害福祉サービス移行

等のサポート

事業所外の専門機関等との連携

ペアレント・トレーニング等の支援

契約時の丁寧な説明（支援の内容、利用

者負担額等）

苦情対応の体制整備、発生した場合の迅

速かつ適切な対応

会報の発行等の事業所の情報発信

個人情報の適切な取り扱い

子どもや保護者との意思疎通や情報伝達

のための配慮

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、

感染症対応マニュアルの策定

緊急時対応の保護者への周知

定期的な避難訓練等の実施

虐待防止、身体拘束についての職員研修

の実施

ヒヤリハット事例の事業所内共有

子どもが通所を楽しみにしているか

現状抱える不安や悩み

通所を開始して良かったこと

今後期待したいこと

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

・いつも丁寧に子どもと向き合ってくださり本当に

感謝しています。

・送迎時間が早すぎると感じることがある。早くな

る場合は事前に連絡が欲しい。

・保護者様の許可を得て、必要な情報取得に努めています。

・外部の専門研修や機会の確保や、外部専門機関の研修教材を取

り入れて資質の向上に努めています。

・いただいたご意見を基にサービス改善が継続できるように役立

てて参ります。

満

足

度

・いつも楽しみに通っています。繰り返し指導して

いただいて、行動が落ち着いてきてるように感じま

す

・全体的に成長を感じれてます。

・安心して通わせられます。

・貴重なご意見ありがとうございます。ご意見も参考にしながら

引き続きお子様の成長の助けとなるよう、また楽しんで通うこと

のできる事業所を目指してまいります。支援方法や教室運営等に

ついて、ご相談がございましたらいつでもご連絡ください。

保

護

者

へ

の

説

明

責

任

等

・連絡が丁寧で安心しています。

・ささいな悩みから相談しやすい体制を整えるとともに、事業所

内の相談窓口および第三者の相談窓口を、重要事項として契約時

に説明をしています。

・お子さま、保護者様の状態に応じて、ICTやその他視覚的情報

などを活用して意思疎通・情報伝達等を実施しております。

非

常

時

等

の

対

応

・アレルギーの対応はどのようにしていますか？ ・全てのお子さまについて、アレルギーの有無を確認し、指導時

に該当物質の摂取や接触がないよう留意しております。



評価項目
利用保護者様からのご意見、ご感想
＜アンケート調査：R5/11/16～R5/11/26＞

事業所の取り組み状況改善の方針等
＜職員アンケート及び検討：R5/12/1～R6/1/31＞

訓練室等の適切なスペースの確保

職員の配置状況

事業所内の安全対策

環境設備の衛生管理

業務改善を進めるための PDCA サイクル

職員の資質の向上、研修の機会の確保

運営支援システムHUGの運用

適切なアセスメントの実施

ニーズや課題の客観的な分析、個別支援

計画の作成

適切な活動プログラムの立案

支援開始前の支援内容や役割分担の確認

支援終了後の振り返り

適切なモニタリングの実施

各種記録の正しい作成、保管

業

務

改

善

・HUGでの記録が見やすく、助かっています。楽し

そうな様子が伝わってきます。

・今後もご様子がしっかりと分かるような記録を記入させていた

だきます。

自己評価結果　H31年3月

厚生労働省が定める「放課後等デイサービスガイドライン」に基づいて定期的に自己評価を実施しています。

この自己評価結果、また保護者様からいただいたご意見・ご要望をもとに、業務・サービスの改善をしていくことを目的としています。

環

境

・

体

制

整

備

・インフルエンザ等の感染症感染が不安になること

があります。

・安全面について、職員間での情報共有や死角をなくして全員の

ことを見守れるような体制を実践していきます。

・子どもたちひとり一人が安心して過ごすことができるように、

毎日設備の点検・消毒を実施しています。

適

切

な

支

援

の

提

供

・プログラムも大事だが個々の障害に特化した対応

ができるとよいと感じる

・LD（学習障害）の支援も強化してほしい

・引き続き、個別支援計画や児童の状況等を考慮して、当事業所

のコンセプトに沿って多様なプログラム計画を立てています。

令和5年3月 自己評価結果（ドットジュニア 蘇我 第１教室（放課後等デイサービス））



サービス担当者会議の実施

学校との情報共有、連絡調整

子どもの発達状況や課題の共通理解

相談に対する必要な助言と支援

学校卒業時に他の障害福祉サービス移行

等のサポート

事業所外の専門機関等との連携

ペアレント・トレーニング等の支援

契約時の丁寧な説明（支援の内容、利用

者負担額等）

苦情対応の体制整備、発生した場合の迅

速かつ適切な対応

会報の発行等の事業所の情報発信

個人情報の適切な取り扱い

子どもや保護者との意思疎通や情報伝達

のための配慮

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、

感染症対応マニュアルの策定

緊急時対応の保護者への周知

定期的な避難訓練等の実施

虐待防止、身体拘束についての職員研修

の実施

ヒヤリハット事例の事業所内共有

子どもが通所を楽しみにしているか

現状抱える不安や悩み

通所を開始して良かったこと

今後期待したいこと

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

・職員が交代した時の引継ぎが不十分と感じること

がある。

・送迎時の他、モニタリングや日々のご連絡の中で、保護者の皆

様とやり取りができる機会を確保していきたいと思います。

・相談支援をはじめ、学校や幼稚園、保育園など関係機関との必

要な情報共有に努めてまいります。

満

足

度

・外出が増えたこともあり、子どもも楽しく通って

います。

・英語を好きになり、楽しんでいること

・スケジューリング 苦手なことも前向きに取り組め

るトレーニング

・自分の言いたいことを言葉にして相手に伝えるこ

とができるようになった。今何がしたいか、何がで

きなくて困っているのか、など通所で少しずつ言え

るようになり、日常生活でも言えるようになりまし

た。

・お子様がそれぞれの自立にむけて何が必要かを常に考え、ご本

人たちが目標に向かって日々を楽しく過ごせるように今後もス

タッフ一同努力してまいります。

・支援方法や教室運営等について、ご相談がございましたらいつ

でもご連絡ください。

保

護

者

へ

の

説

明

責

任

等

・子ども同士が揉めた際の、その後の対応に不安が

ある。

・特定の先生については、専門的なフィードバック

をしていただいたり、自宅でどのようにしたらいい

のかフィードバックしていただけるのでありがたい

です。

・連絡の返事が早く助かっています。

・お子様の発達段階に応じて、適切な人間関係の構築を目指すこ

とができるように適宜支援を進めさせていただきます。進め方は

引継ぎや日々の連絡の中で、ご相談ご共有できるようにしてまい

ります。

・相談支援をはじめ、学校や幼稚園、保育園など関係機関との必

要な情報共有に努めてまいります。

非

常

時

等

の

対

応

・利用者の安全面の確保と事業所内での迅速な情報

共有をお願いしたいです。今後もメリハリのある楽

しいプログラムを続けていってほしいです。

・マニュアルを策定し、研修や訓練を実施しています。

・全てのお子さまについて、アレルギーの有無を確認し、指導時

に該当物質の摂取や接触がないよう留意しております。

・ヒヤリハット事例が起こった際には、ヒヤリハットの報告書を

作成・保管し、職員間で共有しています。



評価項目
利用保護者様からのご意見、ご感想
＜アンケート調査：R5/11/16～R5/11/26＞

事業所の取り組み状況改善の方針等
＜職員アンケート及び検討：R5/12/1～R6/1/31＞

訓練室等の適切なスペースの確保

職員の配置状況

事業所内の安全対策

環境設備の衛生管理

業務改善を進めるための PDCA サイクル

職員の資質の向上、研修の機会の確保

運営支援システムHUGの運用

適切なアセスメントの実施

ニーズや課題の客観的な分析、個別支援

計画の作成

適切な活動プログラムの立案

支援開始前の支援内容や役割分担の確認

支援終了後の振り返り

適切なモニタリングの実施

各種記録の正しい作成、保管

業

務

改

善

・ハグのアプリが出来ると便利になると思います。

連絡が取りやすくなることを期待したいです。

・どこまで実現できるかは未定ですが皆様のご意見も含めHUGに

改善希望を出しております。

自己評価結果　H31年3月

厚生労働省が定める「放課後等デイサービスガイドライン」に基づいて定期的に自己評価を実施しています。

この自己評価結果、また保護者様からいただいたご意見・ご要望をもとに、業務・サービスの改善をしていくことを目的としています。

環

境

・

体

制

整

備

・教室の学習設備、広さなど活気的になったら楽し

そうです。

・設備に関しまして、お子様たちが活動しやすいように今後も配

慮しながら運営してまいります。

適

切

な

支

援

の

提

供

・普段遊びに連れて行ってあげる事が難しいので､動

物園や博物館等お出かけがあるのが助かります｡

・引き続き、お子様が楽しみながら、参加できるプログラムを考

案してまいります。

令和5年3月 自己評価結果（ドットジュニア 浜野 第２教室（児童発達支援・放課後等デイサービス））



サービス担当者会議の実施

学校との情報共有、連絡調整

子どもの発達状況や課題の共通理解

相談に対する必要な助言と支援

学校卒業時に他の障害福祉サービス移行

等のサポート

事業所外の専門機関等との連携

ペアレント・トレーニング等の支援

契約時の丁寧な説明（支援の内容、利用

者負担額等）

苦情対応の体制整備、発生した場合の迅

速かつ適切な対応

会報の発行等の事業所の情報発信

個人情報の適切な取り扱い

子どもや保護者との意思疎通や情報伝達

のための配慮

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、

感染症対応マニュアルの策定

緊急時対応の保護者への周知

定期的な避難訓練等の実施

虐待防止、身体拘束についての職員研修

の実施

ヒヤリハット事例の事業所内共有

子どもが通所を楽しみにしているか

現状抱える不安や悩み

通所を開始して良かったこと

今後期待したいこと

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

・職員の方と話す時間をもう少し作ってほしいで

す。

・学校や学童など、外部との連携が足りていないと

感じることがある。

・送迎時の他、モニタリングや日々のご連絡の中で、保護者の皆

様とやり取りができる機会を確保していきたいと思います。

・相談支援をはじめ、学校や幼稚園、保育園など関係機関との必

要な情報共有に努めてまいります。

満

足

度

・子供の楽しみが１つ増えた感じでかがやきに通う

のをとても喜んでいます。

・幼稚園では出来ないこと自宅では出来ないことを

沢山して刺激を沢山もらえています。

・長時間、母と離れる事に慣れ帰って来てからも自

分時間をしっかり過ごすことができるようになって

います。

・全体的に成長を感じれてます。

・安心して通わせられます。

・年々成長してきてると思う。家では見ることがで

きない気遣いや優しさがあるようでいろんな年齢の

子と付き合う機会もあり良かったと思います。

・楽しい雰囲気を作ってくださるので、発語が増え

ました。

・子どもがいろいろなことに興味を持ち、好きなこ

とに取り組んでいます。

・通所されて良かった、安心できるという意見が私たちの励みで

す。より一層良い支援をお届けできるようにしていきます。

保

護

者

へ

の

説

明

責

任

等

・事業所の取り組みに対する説明が不足していると

感じることがあります。

・実施する内容や、目的・ねらいその他留意点など、ご納得いた

だける形でご説明していくことのできるようにしてまいります。

非

常

時

等

の

対

応

・自宅送りが安心で助かっています。

・全てのお子様について、アレルギーの有無を確認し、該当物質

の摂取や接触がないよう留意しております。

・ヒヤリハット事例が起こった際には、ヒヤリハットの報告書を

作成・保管し、職員間で共有しています。



評価項目
利用保護者様からのご意見、ご感想
＜アンケート調査：R5/11/16～R5/11/26＞

事業所の取り組み状況改善の方針等
＜職員アンケート及び検討：R5/12/1～R6/1/31＞

訓練室等の適切なスペースの確保

職員の配置状況

事業所内の安全対策

環境設備の衛生管理

業務改善を進めるための PDCA サイクル

職員の資質の向上、研修の機会の確保

運営支援システムHUGの運用

適切なアセスメントの実施

ニーズや課題の客観的な分析、個別支援

計画の作成

適切な活動プログラムの立案

支援開始前の支援内容や役割分担の確認

支援終了後の振り返り

適切なモニタリングの実施

各種記録の正しい作成、保管

業

務

改

善

・HUGで丁寧に1日の様子を教えて頂き、助かってい

ます。

・今後も保護者様が1日の様子を見て、はっきりと分かるような

記録を記入させていただきます。ご意見ありがとうございまし

た。

自己評価結果　H31年3月

厚生労働省が定める「放課後等デイサービスガイドライン」に基づいて定期的に自己評価を実施しています。

この自己評価結果、また保護者様からいただいたご意見・ご要望をもとに、業務・サービスの改善をしていくことを目的としています。

環

境

・

体

制

整

備

・インフルエンザ等の感染症感染が不安になること

があります。

・まだまだ感染対策が大いに必要とされる為、改めて換気の実施

を徹底してまいります。

・子どもたちひとり一人が安心して過ごすことができるように、

毎日設備の点検・消毒を実施しています。

適

切

な

支

援

の

提

供

・運動療育の日に通っていますが、運動やスポーツ

の活動を復活すると嬉しいです。

・コンビニ買い物体験やキャンプができるといいで

す。

・夏休みの利用が増えたらありがたいです

・お出かけ、水泳教室

・音楽療育

・お出かけプログラムを大変楽しみにしています。

・個別支援計画や児童の状況等を考慮して、当事業所のコンセプ

トに沿って多様なプログラム計画を立てています。

・プログラムを通じてお子様が成功体験を積み成長できるよう

に、また色々な体験ができるように今後もご満足頂けるようなプ

ログラムを検討していきます。

令和5年3月 自己評価結果（ドットジュニア 浜野 第１教室（児童発達支援・放課後等デイサービス））



サービス担当者会議の実施

学校との情報共有、連絡調整

子どもの発達状況や課題の共通理解

相談に対する必要な助言と支援

学校卒業時に他の障害福祉サービス移行

等のサポート

事業所外の専門機関等との連携

ペアレント・トレーニング等の支援

契約時の丁寧な説明（支援の内容、利用

者負担額等）

苦情対応の体制整備、発生した場合の迅

速かつ適切な対応

会報の発行等の事業所の情報発信

個人情報の適切な取り扱い

子どもや保護者との意思疎通や情報伝達

のための配慮

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、

感染症対応マニュアルの策定

緊急時対応の保護者への周知

定期的な避難訓練等の実施

虐待防止、身体拘束についての職員研修

の実施

ヒヤリハット事例の事業所内共有

子どもが通所を楽しみにしているか

現状抱える不安や悩み

通所を開始して良かったこと

今後期待したいこと

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

・学校や他のデイサービスとも情報共有して行けた

らいいなと思います。

・関係機関との必要な情報共有に努めています。

・プログラム活動の一環で、公共の施設を利用して活動したり、

地域住民への訪問など、地域交流の機会は積極的に確保をしてい

ます。

満

足

度

・学校のお友達がいることもあり、通所を毎回楽し

みにしています。

・通所にいく日は準備がはかどる

・他学年交流ができて、小さい子にも優しくできる

ようになった。

・ルールも学び、きちんと行動できるようになっ

た。

・友達と外出できること少しずつ成長している、褒

めてくれる場がある

・制作など色々と取り組めるようになってきている

こと

・お買い物学習を通してお金に少しずつ興味を持っ

たり、やりたがる物事が増えてきました。

・息子自身が安心できる居場所であり、楽しく通っ

ていること。

・デイから帰宅すると楽しそうに話しをしてくれる

様になりお友達の名前もたくさん教えてくれ

・お友達との関わりが苦手でしたが徐々に変わって

いく様子が伺えます。

・楽しそうです。

・最近、色々と考えてプログラムも考えてくださって

いるなと感じます。

・高学年の児童が、中学へ進学してからも利用でき

るような場所として今後とも利用したい。

・貴重なご意見ありがとうございます。ご意見も参考にしながら

引き続きお子様の成長の助けとなるよう、また楽しんで通うこと

のできる事業所を目指してまいります。支援方法や教室運営等に

ついて、ご相談がございましたらいつでもご連絡ください。

保

護

者

へ

の

説

明

責

任

等

・こちらが困っていることにすぐ配慮いただき安心

して通所することができました。ありがとうござい

ました。

・本アンケートの結果も踏まえさらにご安心していただけるよう

なサービス改善が継続できるように役立てて参ります。

非

常

時

等

の

対

応

・おやつを食べる際にアレルギーなど気にされてい

ますか？

・全てのお子さまについて、アレルギーの有無を確認し、指導時

に該当物質の摂取や接触がないよう留意しております。



評価項目
利用保護者様からのご意見、ご感想
＜アンケート調査：R5/11/16～R5/11/26＞

事業所の取り組み状況改善の方針等
＜職員アンケート及び検討：R5/12/1～R6/1/31＞

訓練室等の適切なスペースの確保

職員の配置状況

事業所内の安全対策

環境設備の衛生管理

業務改善を進めるための PDCA サイクル

職員の資質の向上、研修の機会の確保

運営支援システムHUGの運用

適切なアセスメントの実施

ニーズや課題の客観的な分析、個別支援

計画の作成

適切な活動プログラムの立案

支援開始前の支援内容や役割分担の確認

支援終了後の振り返り

適切なモニタリングの実施

各種記録の正しい作成、保管

業

務

改

善

・授業参観のような、様子を見る機会があれば行き

たい。

・実際の支援のご様子を見ていただけるような機会も設けられる

と良いと考えております。

・日頃より、様子についてしっかりとお伝えできるようにも努め

てまいります。

自己評価結果　H31年3月

厚生労働省が定める「放課後等デイサービスガイドライン」に基づいて定期的に自己評価を実施しています。

この自己評価結果、また保護者様からいただいたご意見・ご要望をもとに、業務・サービスの改善をしていくことを目的としています。

環

境

・

体

制

整

備

・送迎の範囲がもう少し広くなると嬉しいです。

・ご利用者様皆様がご満足いただける形で随時調整を進めてまい

ります。

・子どもたちひとり一人が安心して過ごすことができるように、

毎日設備の点検・消毒を実施しています。

・お子様のご様子に合わせて環境設定を調整できるようにしてま

いります。

適

切

な

支

援

の

提

供

・引き続き制作など。

・言語発達やコミュニケーションのプログラムを増

やしてほしい。

・お勉強してから実践するをできれば増やしてほし

いです。

・消しゴムの使い方、ペットボトルなどのキャップ

を開けることが苦手なので手先の力の入れ方を訓練

するようなプログラムがあると嬉しいです。

・1人で離れて歩く、道路に飛び出す等外に出た時の

危ない事を防ぐためのプログラムをやっていただけ

ると嬉しいです。

・工作などを楽しんでいる。

・道が混むのでバスで帰る道中が疲れる。

・引き続きお子様が楽しめつつ指先の巧緻動作が向上できるよう

なプログラムの提供を検討して参ります。

・祝日や土曜日で午前中にマナー学習を行い、午後に実践するよ

うなプログラムをより多く提供できるように検討していきます。

・交通ルールのプログラムを四半期に一度行い、お子様に身に付

くようにしていきたいと考えております。

令和5年3月 自己評価結果（ドットジュニア 長沼原 第２教室（児童発達支援・放課後等デイサービス））



サービス担当者会議の実施

学校との情報共有、連絡調整

子どもの発達状況や課題の共通理解

相談に対する必要な助言と支援

学校卒業時に他の障害福祉サービス移行

等のサポート

事業所外の専門機関等との連携

ペアレント・トレーニング等の支援

契約時の丁寧な説明（支援の内容、利用

者負担額等）

苦情対応の体制整備、発生した場合の迅

速かつ適切な対応

会報の発行等の事業所の情報発信

個人情報の適切な取り扱い

子どもや保護者との意思疎通や情報伝達

のための配慮

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、

感染症対応マニュアルの策定

緊急時対応の保護者への周知

定期的な避難訓練等の実施

虐待防止、身体拘束についての職員研修

の実施

ヒヤリハット事例の事業所内共有

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

・最近、行く時に泣き始めた事。通園に施設の車で

お迎え以外、行く方法が難しいので、座るの拒否し

てたら、通えなくなりそうで不安。日常の様子がわ

かるけど、見えないから、どんな風に出来てるか、

楽しめてるか不安。

・その日の写真を1枚だけでも、見れたら、安心する

かなと。

・本当にいつもよくしてもらってるので、今のまま

でも満足です。これから小学校に向けてどうするか

相談していきたいです。

・子供の将来にわたって、お付き合いができれば嬉

しいです。

・毎月お子様の活動の様子をLINEアルバムにて提供させていただ

いております。保護者様により活動の様子が伝わるような写真が

提供できるようにしていきます。

・ご不安な点がございましたらいつでもご連絡ください。よりご

安心いただける形で運営していきたいと考えております。

保

護

者

へ

の

説

明

責

任

等

・連絡が丁寧で安心しています。

・連絡すると返信も早いです。

・ささいな悩みから相談しやすい体制を整えるとともに、事業所

内の相談窓口および第三者の相談窓口を、重要事項として契約時

に説明をしています。

・お子さま、保護者様の状態に応じて、ICTやその他視覚的情報

などを活用して意思疎通・情報伝達等を実施しております。

非

常

時

等

の

対

応

・アレルギーの対応について、教えてほしいです。 ・全てのお子さまについて、アレルギーの有無を確認し、指導時

に該当物質の摂取や接触がないよう留意しております。



子どもが通所を楽しみにしているか

現状抱える不安や悩み

通所を開始して良かったこと

今後期待したいこと

満

足

度

・子供の人との関わりが増えた事。人への関心が強

くなった。

・カリキュラムや先生方がしっかりしている。

・家が近ければ沢山通わせたいと思う様な良いとこ

ろだと思います。

・色々な学習をして頂き本当にありがたいです。

・平日外に遊びに行けてる様なので、楽しそう。座

る事が出来てるらしい。

・見学に行く前は通所を渋っていましたが、見学後

から楽しいという意識に変わったようです。自分の

体格などを考慮して、今後の部活動などを考える

きっかけにもなっているようです。

・学ぶことを楽しみにしていて保育園より行きたい

と言ってます。積極的になってるところが嬉しいの

と理解の面はまだ少し不足してるように感じますが

成長は感じるので安心できます。

・良く話すようになった。親が居ない状態でも過ご

せるようになった。

・子供の発語が増えた。子供の出来ることが増え

た。

・落ち着きがでてきて本当に成長しました。

・小さな事でもご報告頂けたりとても丁寧な対応に

大変満足しております。子供も通所を楽しみにして

いるので今後ともよろしくお願いします。

・工夫したプラグラムが多いので満足しています。

・座学で集中できる時間が増え、友達と一緒に遊ん

だり周りの子に興味が湧いてきた気がします。

・笑顔が増えました。

・貴重なご意見ありがとうございます。ご意見も参考にしながら

引き続きお子様の成長の助けとなるよう、また楽しんで通うこと

のできる事業所を目指してまいります。支援方法や教室運営等に

ついて、ご相談がございましたらいつでもご連絡ください。



評価項目
利用保護者様からのご意見、ご感想
＜アンケート調査：R5/11/16～R5/11/26＞

事業所の取り組み状況改善の方針等
＜職員アンケート及び検討：R5/12/1～R6/1/31＞

訓練室等の適切なスペースの確保

職員の配置状況

事業所内の安全対策

環境設備の衛生管理

業務改善を進めるための PDCA サイクル

職員の資質の向上、研修の機会の確保

運営支援システムHUGの運用

適切なアセスメントの実施

ニーズや課題の客観的な分析、個別支援

計画の作成

適切な活動プログラムの立案

支援開始前の支援内容や役割分担の確認

支援終了後の振り返り

適切なモニタリングの実施

各種記録の正しい作成、保管

業

務

改

善

・HUGが便利と感じています。
・引き続き日々の記録や、月の活動予定表につきましては、HUG

内で確認できるようにしてまいります。

自己評価結果　H31年3月

厚生労働省が定める「放課後等デイサービスガイドライン」に基づいて定期的に自己評価を実施しています。

この自己評価結果、また保護者様からいただいたご意見・ご要望をもとに、業務・サービスの改善をしていくことを目的としています。

環

境

・

体

制

整

備

・医療従事者有資格者(理学療法士など)がいると嬉

しい。

・公立学校に合わせた営業時間の改善があるとい

い。

・新しい職員さんへの、引き継ぎがしっかりしてい

ると安心

・現在作業療法士が在籍しています。また社内でも連携をしてい

きたいと考えていますので、ご相談事がございましたら、いつで

もご連絡いただければと思います。

・ご利用の皆様が無理のない範囲で、引き続きお時間をの調整を

進めてまいります。

・新しい職員が入った場合は送迎時、お迎えにいらした際に保護

者様に直接会ってご挨拶できるようにしてまいります。

適

切

な

支

援

の

提

供

･家族以外の人とコミュニケーションが取れる時間が

あるのでありがたいです。

･集団行動や学習を教室で集中してできるのがとても

助かります。

･色々なプログラムを通して、本人が楽しく療育でき

ている

･客観的な視点がわかって良い。家だと駄々をこねて

しまう時がある

・季節ごとのイベントや、制作。子供が作ったもの

をもらえるのはとても嬉しいです。

・リトミックがある

・季節に応じたイベントなどがあっていい

これからもひとりひとりにあわせた支援を行えるように努力して

まいります。またご本人がそれぞれの自立にむけて成長できるよ

うにしていきたいと思います。

令和5年3月 自己評価結果（ドットジュニア 長沼原 第１教室（児童発達支援・放課後等デイサービス））



サービス担当者会議の実施

学校との情報共有、連絡調整

子どもの発達状況や課題の共通理解

相談に対する必要な助言と支援

学校卒業時に他の障害福祉サービス移行

等のサポート

事業所外の専門機関等との連携

ペアレント・トレーニング等の支援

契約時の丁寧な説明（支援の内容、利用

者負担額等）

苦情対応の体制整備、発生した場合の迅

速かつ適切な対応

会報の発行等の事業所の情報発信

個人情報の適切な取り扱い

子どもや保護者との意思疎通や情報伝達

のための配慮

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、

感染症対応マニュアルの策定

緊急時対応の保護者への周知

定期的な避難訓練等の実施

虐待防止、身体拘束についての職員研修

の実施

ヒヤリハット事例の事業所内共有

子どもが通所を楽しみにしているか

現状抱える不安や悩み

通所を開始して良かったこと

今後期待したいこと

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

・高校卒業後の施設やグループホームなど一貫した

サービスを提供して頂けると

とても助かりますし安心です。

・来年は、中学生になるので通所方法等の相談をし

たいと思っています。

・高校卒業後のことについて、相談支援事業所とも連携し、情報

提供・保護者様のご相談にお答えできよう、サポートできるよう

にしていきます。先に繋がる支援をめざしていきます。また進学

時に伴うご質問・ご相談にも対応できるようにこちらでも情報収

集などに努め、対応できるようにしていきます。

満

足

度

･本人が楽しく通えているのでこのまま進んでくれた

ら何よりです。

･言葉がどんどん増えて文字が読めるようになったこ

とです。子供の成長はもちろん

  ですが、私も色々勉強になっています。

･友達との関わりが上手くできてる。

･本人は楽しみにしているようです。そして母親とし

ても少し時間に余裕を持てる

  ようになりました。

･癒しの場。学校では出せない感情が出せる場。

･多くの成長を感じられる様になりました。

･子どもが、毎回かがやきに行くのを楽しみにしてい

ること。

･毎回とても楽しみにしています。帰りもテンション

MAX、とびっきりの笑顔で

帰ってくるので、楽しかったのが見て分かります。

いつもありがとうございます！

･色々なプログラムを通して、本人が楽しく療育でき

ている

･行くことを楽しみにしている。

･口数が増えて自己表現できるようになった。

･いまのままで満足してます。

・外出レクリエーションや、夏場のプール

・貴重なご意見ありがとうございます。引き続きお子様の成長を

助け、みなさまが満足していただくことができる事業所を目指し

てまいります。

・お子様がそれぞれの自立にむけて何が必要かを常に考え、ご本

人たちが目標に向かって日々を過ごせるようにスタッフ一同努力

してまいります。

・支援方法についてご相談がございましたらいつでもご連絡くだ

さい。

保

護

者

へ

の

説

明

責

任

等

・こういったアンケートとは別で意見交換できるよ

うな場があると嬉しいです。

・送迎時の他、モニタリングや日々のご連絡の中で、保護者の皆

様とやり取りができる機会を確保していきたいと思います。

・相談支援をはじめ、学校や幼稚園、保育園など関係機関との必

要な情報共有に努めてまいります。

非

常

時

等

の

対

応

・おやつを食べる際にアレルギーなど気にされてい

ますか？

・全てのお子さまについて、アレルギーの有無を確認し、指導時

に該当物質の摂取や接触がないよう留意しております。



評価項目
利用保護者様からのご意見、ご感想
＜アンケート調査：R5/11/16～R5/11/26＞

事業所の取り組み状況改善の方針等
＜職員アンケート及び検討：R5/12/1～R6/1/31＞

訓練室等の適切なスペースの確保

職員の配置状況

事業所内の安全対策

環境設備の衛生管理

業務改善を進めるための PDCA サイクル

職員の資質の向上、研修の機会の確保

運営支援システムHUGの運用

適切なアセスメントの実施

ニーズや課題の客観的な分析、個別支援

計画の作成

適切な活動プログラムの立案

支援開始前の支援内容や役割分担の確認

支援終了後の振り返り

適切なモニタリングの実施

各種記録の正しい作成、保管

業

務

改

善

先生達の方からも学習のアドバイスなどあれば嬉し

いです。

ひらがなの読みが出きると、いいなあと、思ってい

ます。

・具体的なアドバイスまで出来るように職員の研修の機会や学習

系の活動も取り入れていきます。

自己評価結果　H31年3月

厚生労働省が定める「放課後等デイサービスガイドライン」に基づいて定期的に自己評価を実施しています。

この自己評価結果、また保護者様からいただいたご意見・ご要望をもとに、業務・サービスの改善をしていくことを目的としています。

環

境

・

体

制

整

備

慣れてきた先生が変わってしまうと悲しいようなん

でなるべく変わらないといいです。

・教室に対して安心感を持ってもらうように、すべての職員と保

護者とで信頼関係構築に努めさせて頂きます。

適

切

な

支

援

の

提

供

だいぶ発語も増えてきており、本人も通所を楽しみ

にしてます。

発語が増えてきていることが嬉しいです。

・貴重なご意見ありがとうございます。今後もお子様に沿った支

援を行えるように努力してまいります。またご本人がそれぞれの

自立にむけて成長できるようにしていきたいと思います。

令和5年3月 自己評価結果（ドットジュニア 千葉中央 第３教室（児童発達支援・放課後等デイサービス））



サービス担当者会議の実施

学校との情報共有、連絡調整

子どもの発達状況や課題の共通理解

相談に対する必要な助言と支援

学校卒業時に他の障害福祉サービス移行

等のサポート

事業所外の専門機関等との連携

ペアレント・トレーニング等の支援

契約時の丁寧な説明（支援の内容、利用

者負担額等）

苦情対応の体制整備、発生した場合の迅

速かつ適切な対応

会報の発行等の事業所の情報発信

個人情報の適切な取り扱い

子どもや保護者との意思疎通や情報伝達

のための配慮

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、

感染症対応マニュアルの策定

緊急時対応の保護者への周知

定期的な避難訓練等の実施

虐待防止、身体拘束についての職員研修

の実施

ヒヤリハット事例の事業所内共有

子どもが通所を楽しみにしているか

現状抱える不安や悩み

通所を開始して良かったこと

今後期待したいこと

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

学校以外の友達が増えて、学校の合流で会ったりす

ると喜んで参加出来ていること。

・今後もお子様同士の関わりの促進に努めさせて頂きます。また

教室だけでなく学校といった他機関との連携を行い、包括的に支

援が出来るように実施いたします。

満

足

度

・友達や兄弟に優しく接することが増えた

・いつもありがとうございます。色々とプログラム

も考えて頂き楽しく通わせて頂いています。

色々、考えてくださり、いつも、感謝しています。

また行きたい気持ちが復活して良かったです。

・貴重なご意見誠にありがとうございます。

お子様1人1人が満足感を持って活動に参加して頂けるように今後

も取り組んでまいります。ご相談などありましたら、いつでも連

絡をいただければと思います。

保

護

者

へ

の

説

明

責

任

等

高学年に向かうにつれて、タイピングなど仕事に繋

がる作業系の所に通所した方がよいのか気になりま

す

・支援の方針やお子様の成長のご相談などいつでも承っておりま

す。教室の活動として取り入れることも出来るかと思います。よ

り適した支援が提供できるように努めていきます

非

常

時

等

の

対

応

雪の日の対応など知りたい。

・台風や雪の日などは適宜アナウンスをさせて頂いております。

安全に通所して頂き、活動に参加できるように安心感を持った連

絡を実施していきます



評価項目
利用保護者様からのご意見、ご感想
＜アンケート調査：R5/11/16～R5/11/26＞

事業所の取り組み状況改善の方針等
＜職員アンケート及び検討：R5/12/1～R6/1/31＞

訓練室等の適切なスペースの確保

職員の配置状況

事業所内の安全対策

環境設備の衛生管理

業務改善を進めるための PDCA サイクル

職員の資質の向上、研修の機会の確保

運営支援システムHUGの運用

適切なアセスメントの実施

ニーズや課題の客観的な分析、個別支援

計画の作成

適切な活動プログラムの立案

支援開始前の支援内容や役割分担の確認

支援終了後の振り返り

適切なモニタリングの実施

各種記録の正しい作成、保管

業

務

改

善

・長期休暇の際に配食サービス（お弁当をまとめて

注文）があるといいなぁと思っています

・専門知識の向上

・貴重はご意見ありがとうございます。現在はお迎え時に当日の

昼食に必要な代金をお預かりし、職員と昼食を購入している児童

もおります。ご希望の際はお気軽にお申し付けください。

・知識向上のために研修を事業所でも行っております。それが

日々の支援にも生かせるように努めていきます

自己評価結果　H31年3月

厚生労働省が定める「放課後等デイサービスガイドライン」に基づいて定期的に自己評価を実施しています。

この自己評価結果、また保護者様からいただいたご意見・ご要望をもとに、業務・サービスの改善をしていくことを目的としています。

環

境

・

体

制

整

備

・スタッフが長期的に配置されて欲しい

・下校時間に合わせてお迎えに来てくれるところ。

とても助かっています。

・お伺いした際の駐車場が狭いと感じています。

・教室に対して安心感を持ってもらうようにすべての職員と保護

者とで信頼関係構築に努めさせて頂きます。

適

切

な

支

援

の

提

供

・体をたくさん動かすことで運動面の発達や、言葉

の発達に繋がったと思います。

・友達との関わり方を覚えてきた

・学校以外で楽しそうに過ごせる場所があって、嬉

しいです。

・貴重なご意見ありがとうございます。これからもひとりひとり

にあわせた支援を行えるように努力してまいります。またご本人

がそれぞれの自立にむけて成長できるようにしていきたいと思い

ます。

令和5年3月 自己評価結果（ドットジュニア 千葉中央 第２教室（児童発達支援・放課後等デイサービス））



サービス担当者会議の実施

学校との情報共有、連絡調整

子どもの発達状況や課題の共通理解

相談に対する必要な助言と支援

学校卒業時に他の障害福祉サービス移行

等のサポート

事業所外の専門機関等との連携

ペアレント・トレーニング等の支援

契約時の丁寧な説明（支援の内容、利用

者負担額等）

苦情対応の体制整備、発生した場合の迅

速かつ適切な対応

会報の発行等の事業所の情報発信

個人情報の適切な取り扱い

子どもや保護者との意思疎通や情報伝達

のための配慮

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、

感染症対応マニュアルの策定

緊急時対応の保護者への周知

定期的な避難訓練等の実施

虐待防止、身体拘束についての職員研修

の実施

ヒヤリハット事例の事業所内共有

子どもが通所を楽しみにしているか

現状抱える不安や悩み

通所を開始して良かったこと

今後期待したいこと

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

・子どもが楽しんでおり、保護者の負担が軽減し

た。

・子供が楽しく過ごしてる様子が伝わってくる。

・親の就労のため時間を延長してほしい(特に長期休

暇)

・可能な限り送迎時間を遅くすることや教室での対応時間を確保

するなどニーズに応えられるように努めていきます。お子様・保

護者様共に満足感を感じて頂けるように実施していきます

満

足

度

・いつも温かくご指導くださりありがとうございま

す。嬉しそうに送迎車に乗る様子を見て安心してい

ます。

・学校ではない場所で友達と学べるところ。

・違う学校の様々な発達レベルのお友達との交流が

できること

・貴重なご意見ありがとうございます。引き続きお子様の成長を

助け、みなさまが満足していただくことができる事業所を目指し

てまいります。

・お子様がそれぞれの自立にむけて何が必要かを常に考え、ご本

人たちが目標に向かって日々を過ごせるようにスタッフ一同努力

してまいります。

・職員を通じてお友達との関わりを増やしていけるように努めて

まいります。

保

護

者

へ

の

説

明

責

任

等

・その日あった出来事や教室での様子を伝えてくれ

る。

・今後も毎回または必要に応じてフィードバックを行っていいき

ます。今後も日次でお子様の様子をお伝え出来るようにしていき

たいと思います。

非

常

時

等

の

対

応

・アレルギーなどの対応は注意して欲しい

・アレルギーについては定期的に確認の機会を確保させて頂きま

す。またそれが職員全員共通認識が持てるように共有させて頂き

ます



評価項目
利用保護者様からのご意見、ご感想
＜アンケート調査：R5/11/16～R5/11/26＞

事業所の取り組み状況改善の方針等
＜職員アンケート及び検討：R5/12/1～R6/1/31＞

訓練室等の適切なスペースの確保

職員の配置状況

事業所内の安全対策

環境設備の衛生管理

業務改善を進めるための PDCA サイクル

職員の資質の向上、研修の機会の確保

運営支援システムHUGの運用

適切なアセスメントの実施

ニーズや課題の客観的な分析、個別支援

計画の作成

適切な活動プログラムの立案

支援開始前の支援内容や役割分担の確認

支援終了後の振り返り

適切なモニタリングの実施

各種記録の正しい作成、保管

業

務

改

善

・特別プログラム(季節イベント、長期休み等)は同じ

内容を1回だけで無く、2回くらい行ってほしいで

す。

・行ったことがない場所へのお出かけ、新しい工作

などのプログラムをやってほしいです。

・他教室との合同プログラムをもっとやってほしい

です。

・キャラクターのプログラムをまたやってほしいで

す。

・事業所の全員チームで何か一つの事を成し遂げる

ような事をやってほしいです。

・プールや畑、クッキングなどの体験学習を増やし

てほしいです。

・貴重なご意見ありがとうございます。今後の支援に反映させて

いただき、新たなお出かけ先やプログラム内容を検討しながらお

子様方には様々な経験をしていただきたいと思います。

自己評価結果　H31年3月

厚生労働省が定める「放課後等デイサービスガイドライン」に基づいて定期的に自己評価を実施しています。

この自己評価結果、また保護者様からいただいたご意見・ご要望をもとに、業務・サービスの改善をしていくことを目的としています。

環

境

・

体

制

整

備

・先生が他の事業所に異動があると不安に感じるこ

とがあります。

・人事異動など子どもにとって不安なことがあると

は思いますが、都度ご配慮頂き感謝しております。

・教室に対して安心感を持ってもらうようにすべての職員と保護

者とで信頼関係構築に努めさせて頂きます。

・お子様方に安心してご利用いただけるよう、職員間でも共有を

行い、職員のスキルの向上に努めていきます。

適

切

な

支

援

の

提

供

・満足しています！

・年齢に合わせた支援を行ってほしいです。

・大勢いるなかで、我が子の発達にあった支援活動

ができているのか。

・成長と共に身体も大きくなっているので、室内で

の活動には工夫が必要になるかなと思う。

・小さい子との関わりもありがたいが、少し大きい

先輩の見本になる存在とも過ごさせたい。

・成長しても障害がなくなるわけではないから、な

るべく長くフォローしてもらえると助かります。

・年中の時から利用し、長く通わせて頂いておりま

すので、本人もやったことのあるプログラムなど慣

れが出ていることもあると思いますが、その際はう

まく促して頂ければと思います。

・貴重なご意見ありがとうございます。少なくとも半年に一回、

また必要に応じてモニタリングを実施しています。

・相談支援事業所など関係機関との連絡調整を行いながら定期的

にアセスメントを行い支援計画を作成しています。

・個別支援計画更新の前に保護者様との面談を行い、ニーズをお

聞きしています。ニーズに対応できるような支援内容を検討して

いきます。

令和5年3月 自己評価結果（ドットジュニア 千葉中央 第１教室（児童発達支援・放課後等デイサービス））



サービス担当者会議の実施

学校との情報共有、連絡調整

子どもの発達状況や課題の共通理解

相談に対する必要な助言と支援

学校卒業時に他の障害福祉サービス移行

等のサポート

事業所外の専門機関等との連携

ペアレント・トレーニング等の支援

契約時の丁寧な説明（支援の内容、利用

者負担額等）

苦情対応の体制整備、発生した場合の迅

速かつ適切な対応

会報の発行等の事業所の情報発信

個人情報の適切な取り扱い

子どもや保護者との意思疎通や情報伝達

のための配慮

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、

感染症対応マニュアルの策定

緊急時対応の保護者への周知

定期的な避難訓練等の実施

虐待防止、身体拘束についての職員研修

の実施

ヒヤリハット事例の事業所内共有

子どもが通所を楽しみにしているか

現状抱える不安や悩み

通所を開始して良かったこと

今後期待したいこと

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

・良くしてもらっています。

・いつも色々と様子を教えて下さりありがとうござ

います。

・相談にのっていただける。成長を共にわかちあえ

る。子どもの自信がついた。安心できる場となって

いる。

・息子の特性で悩み苦しんできましたが、先生方が

息子を褒めてくれることや私の悩みに寄り添ってく

れて、心強いです。

・気づいた点があったら積極的に専門知識をもった

アドバイスをいただきたいです。

・情報の共有を含め放課後の活動として本人にとっ

て楽しい場所、安心できる場所になることをさらに

願っております。

・どの事業所においても、卒業の目処はいつなの

か。

・ご相談がありましたらいつでも連絡いただければと思います。

事業所側と保護者様・関係機関との連携を今後も密に行ってい

き、多角的かつ包括的な支援が出来るように目指していきます。

満

足

度

・コップ、ストロー飲み、着替えなど家だと甘えか

らなのか、できないことができるようになった。

・色々な年齢の子供たちと遊んで、言葉も色々覚え

た。

・小さい子の対応に慣れてくれました。

・小さい子にも目を向けられるようになって嬉しい

です。

・娘が活発になって言葉の発達や理解力がついてき

ていると思います。

・語彙が増え、コミュニケーションのスキルが上

がったことです。

・何に対しても積極的に取り組めるようになったこ

とです。

・ひらがなや簡単な計算が身についたことです。

・家庭で行ったことのない場所へ連れて行ってもら

い、体験できたことです。

・子どもにとって慣れた場所になり、好きなことも

理解してくれているので、イキイキ通えている。

・土曜日の遠くに出掛けるのは楽しそうです。

・お金の使い方を教えてほしい。

・貴重なご意見ありがとうございます。

・今後も保護者様に安心してご利用いただけ、お子様方には楽し

く過ごしていただける教室運営を目指していきます。

保

護

者

へ

の

説

明

責

任

等

・お友達とのやりとりについても見守りご指導頂け

ればと思っております。

・責任者が代わりましたが対応が丁寧で嬉しいで

す。

・支援中の様子は送迎時や支援記録でご報告をさせていただいて

います。

・今後もトラブルやケガなどの緊急な場合はお電話やLINEでご報

告させていただきます。

非

常

時

等

の

対

応

・非常時の対応は改めて説明を聞きたいです
・天災や緊急時の対応については安心感を持っていただけるよう

に適宜アナウンスさせていただきます。



評価項目
利用保護者様からのご意見、ご感想
＜アンケート調査：R5/11/16～R5/11/26＞

事業所の取り組み状況改善の方針等
＜職員アンケート及び検討：R5/12/1～R6/1/31＞

訓練室等の適切なスペースの確保

職員の配置状況

事業所内の安全対策

環境設備の衛生管理

業務改善を進めるための PDCA サイクル

職員の資質の向上、研修の機会の確保

運営支援システムHUGの運用

適切なアセスメントの実施

ニーズや課題の客観的な分析、個別支援

計画の作成

適切な活動プログラムの立案

支援開始前の支援内容や役割分担の確認

支援終了後の振り返り

適切なモニタリングの実施

各種記録の正しい作成、保管

業

務

改

善

・療育が合っていたようで目に見えて成長してい

て、療育がある日を子供も楽しみにしています。

・お子様の成長に関わり、日に日に変化を私共も感じています。

お子様がより楽しく通えるように今後も支援させていただきま

す。

自己評価結果　H31年3月

厚生労働省が定める「放課後等デイサービスガイドライン」に基づいて定期的に自己評価を実施しています。

この自己評価結果、また保護者様からいただいたご意見・ご要望をもとに、業務・サービスの改善をしていくことを目的としています。

環

境

・

体

制

整

備

・いつも繊細な心遣いと温かく見守って下さりあり

がとうございます。

・お子様には楽しく、保護者様には安心して通って頂ける教室づ

くりにこれからも努めてまいります。

・お子様のご様子に合わせて環境設定を調整できるようにしてま

いります。

適

切

な

支

援

の

提

供

・プールの再開をしてほしい。

・学習面でとても丁寧に見て頂ける事や、課外活動

でたくさんの学びを教えて頂ける事。

・様々な体験ができること、コミュニケーションや

感情のコントロールの練習が先生の見守りの中でで

きること。

・色々な経験をさせてもらってはじめてのことにも

挑戦できるようになったこと。

・中高生のプログラムがあると今後成長しても通い

やすい。

・プログラムを通じてお子様が成長できるように、また色々な体

験ができるように今後も皆様にご満足頂けるようなプログラムを

検討していきます。

・プログラム内容を、児発と放デイでやり方を変えひとりひとり

にあった支援を行っていきます。

・感染症の蔓延状況と、お子様の成長とを勘案して検討してまい

ります。

令和5年3月 自己評価結果（ドットジュニア 都町 第２教室（児童発達支援・放課後等デイサービス））



サービス担当者会議の実施

学校との情報共有、連絡調整

子どもの発達状況や課題の共通理解

相談に対する必要な助言と支援

学校卒業時に他の障害福祉サービス移行

等のサポート

事業所外の専門機関等との連携

ペアレント・トレーニング等の支援

契約時の丁寧な説明（支援の内容、利用

者負担額等）

苦情対応の体制整備、発生した場合の迅

速かつ適切な対応

会報の発行等の事業所の情報発信

個人情報の適切な取り扱い

子どもや保護者との意思疎通や情報伝達

のための配慮

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、

感染症対応マニュアルの策定

緊急時対応の保護者への周知

定期的な避難訓練等の実施

虐待防止、身体拘束についての職員研修

の実施

ヒヤリハット事例の事業所内共有

子どもが通所を楽しみにしているか

現状抱える不安や悩み

通所を開始して良かったこと

今後期待したいこと

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

・本人から中々何をやったか様子が聞けないので先

生方が教えてくださるので助かっています。

・お世話になる先生の名前を子が言えないので、お

礼が言えず歯がゆいなと思うことがあります。

・日ごろの様子をお伝えするのと、家庭のご様子を教えて頂く場

を検討いたします。

・お子様、保護者様に職員の顔と名前を憶えて頂けるように送迎

時やお便りなどでお知らせできればと思います。

満

足

度

・本人と会話が出来るようになった

・同世代のお友達と接する事が多くなり、お友達が

出来て良かったと思っています。

・コミュニケーション能力の向上がみられた

・千葉テレビのキャラクターキャプテンcとダスター

Dが好きなので、会いに行きたいそうです。

・貴重なご意見ありがとうございます。

教室に通うのを楽しみにしていただけるのは私共も嬉しく思いま

す。

年齢や学校が違うお友達と楽しく過ごしたり、安心できる環境整

備に今後も務めてまいります。

保

護

者

へ

の

説

明

責

任

等

・連絡が丁寧で安心しています。

・ささいな悩みから相談しやすい体制を整えるとともに、事業所

内の相談窓口および第三者の相談窓口を、重要事項として契約時

に説明をしています。

・お子さま、保護者様の状態に応じて、ICTやその他視覚的情報

などを活用して意思疎通・情報伝達等を実施しております。

非

常

時

等

の

対

応

・アレルギーの対応はどのようにしていますか？ ・全てのお子さまについて、アレルギーの有無を確認し、指導時

に該当物質の摂取や接触がないよう留意しております。


